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ド
ゥテルテ、エルドアン、オルバーン、プーチン、ル・ペ
ン、モディ、ズーマ、それとトランプ。皆、外国人嫌い
で、独裁主義的な国家主義者とよく似ている。トランプの
勝利は自由主義の運動と右翼独裁政権に新しいエネルギー

を注いだ。自由民主主義が不安定で、排斥、不平等な状況が起きている
第三の市場化を推進するにつれて、政治的反発は数十年にもわたって続
いているのは間違いない。今日の先駆けとなった1920年代と1930年代の
極右翼派は第二の市場化の後を追った。第二の市場化は、第二次世界大
戦で崩壊した。しかし、今日私達はこの反応を取り巻いているものが敗
北すると確信を持って言えるだろうか。民主主義の自由主義制度はどれ
ほど強いのだろうか。トランプ政権の初期の頃、大統領令の連発にもか
かわらず、政権には回復力があるのがみえる。今季号のポルトカレーロ
とララ・ガルシアの論考には、大学はそのような抵抗の場だと述べられ
ている。

他国はどうだろう。今季号では、ウォールデン・ベローはフィリピ
ンの大統領であるロドリゴ・ドゥテルテの残虐行為を次のように語って
いる。ロドリゴが政権を握ったのは、マルコス政権の崩壊後に受け継
がれた自由民主主義の失敗したのが原因だ。自由民主主義時代の失敗と
は、不均衡が増大し、アメリカの政策によって征服されるなど、恥知ら
ずの政治的破壊が表面化したことだ。スティグマ化された人口を悪者と
して扱い、支配階級の利益を保護しようとしても、この自由民主主義の
欠陥に対する政治的反発は、ポピュリストの性質なのかもしれない。例
えば、麻薬使用者と麻薬売買人を悪者に仕立てたように、トルコ第12代
大統領エルドアンがクルド人を、トランプは移民を、ドイツ・ファシズ
ムは非アーリア人を悪者に仕立てた例が挙げられる。確かに、ベローが
指摘するように、ドイツ・ファシストとドゥテルテに類似性がみられる
点は、非常に納得がいく。

パキスタンは軍事政権に馴染みのある国であり、ポピュリストの人
気は経済的権力の集中に付随する。パキスタンの社会学は（国内で）規
制を受けている仕事であるにもかかわらず、革新的で批判的である。と
いうのは、今季号には、インフラ整備によって多国籍企業がどのように
利益を得ているか、湾岸諸国が優秀な出稼ぎ労働者をどのように選択す
るか、女性が労働力として市場に参入しても、女性への暴力を減少させ
ることはできないという論考が掲載されている。イギリスで実施されパ
キスタン人に関する二つの研究がある。一つ目は、パキスタン系移民の
結婚生活の変化、もう一つは公安の監視対象者とされた時に、ムスリ
ム学生がどのように対処するかという内容である。この５つの事例研究
によって、征服の社会学を展開できた。これは、本当に脱植民地的であ
り、また国境を超えた視点に則った学問である。

パキスタン社会学とは異なり、移住と環境公正などの問題に関係し
たカナダ社会学は非常に楽観的な考え方がみられる。カナダ社会学は政
策の世界に強く関わっている。前大統領スティーブン・ハーパーは社会
学を軽蔑し、感情的に捉えていたが、カナダの社会学者は幅広い社会か
らかなり友好的に受け入れられている。彼らが気落ちしていると感じら
れるのは社会民主主義的な州からの強い期待の現れだ。

我々の時代の重要な事柄を分析した社会学者がいるとすれ
ば、それは9 1歳で不幸にも亡くなったジグムント・バウマン
だ。３人がバウマンの力のある道徳的なビジョン、懐疑的なユ
ートピアが混合した素晴らしい人生を回想する。バウマンの感
銘深い社会学は、今後数十年にもわたって生き続けるだろう。 
                                                 (翻訳:青木美樹)

>『グローバル・ダイアログ』は17カ国語に翻訳されておりISA 
websiteで閲覧・ダウンロードできます。

>編集部より

>寄稿文の送付先:burawoy@berkeley.edu

反動の時代の社会学
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『グローバル・ダイアログ』はSAGE
出版社の助成金を受けて発行して
おります。

GD

ウォールデン・ベロー 真摯に研究に取り組

む学者, 政治活動家。世界的な社会学者

がフィリピンの新大統領ロドリゴ・ドゥ

テルテの政権について語る。

ジグムント・バウマン: 我々の時代の偉大な社

会学者の一人にへの賛辞。

カナダ: カナダ全国からの頑なで影響力の

ある社会学について。

パキスタン: ラホール経営大学が積極的に

関わっているトランスナショナル社会学

について。

http://www.isa-sociology.org/en/
mailto:burawoy%40berkeley.edu?subject=
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>ドゥテルテの
自由民主主義の反発

時代遅れの復讐者、別名「DU30」(ドゥテルテと発音する)または「処刑人」  
挿絵: アルブ
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ナ
チス反革命運動の

勝利に伴い、周知

のようにパウル・

ヨーゼフ・ゲッベ

ルスは「これによって1789年と

いう年は歴史から抹消される」

と述べた。同じように、ファシ

スト党の動きが高まっているア

メリカやヨーロッパ、他の諸国

も1989年を歴史から消し去ろう

としているのだろうか。

1 7 8 9年はフランス革命勃発

の年である。同様に、フランシ

ス・フクヤマや他の政治学者た

ちは、1989年を自由民主主義の

最盛期であるとした。フクヤマ

氏の言葉では、「歴史の終焉」

と表現され、ヨーロッパの共産

主義や、発展途上国の各地に存

在していた右派の独裁主義の政

治形態の失敗は、「経済的・政

治的自由主義の臆面もない勝利

と、西洋の自由民主主義が人的

な政府の最終的な形態として一

般化」されたのだと解釈した。 

フクヤマの初期段階のユート

ピアはすぐに反自由主義運動に

よって反対された。主に、中東

にある宗教色の強いイスラム政

治団体や、東欧の民族的排他主

義者によってである。2016年5

月に反選挙運動によってフィリ

ピンの大統領に選出されたロド

リゴ・ドゥテルテと同じくらい

に、自由民主主義を見下す団体

や個人はみられない。

>排他主義

ドゥテルテの代表的な活動は麻

薬撲滅キャンペーンであり、9か

月後には8000人もの命を奪った。

これは通常の厳しく取り締まるよ

ウォールデン・ベロー, ニューヨーク州立大学ビンガムトン校, フィリピン前代議院議員
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うな運動ではない。イデオロギー

に類似した過激主義でもって実行

され、疑似科学的なナチスの人種

理論の連想を正当化することで、

麻薬撲滅キャンペーンは生きる権

利、法の適正手続き、社会の一員

であることという全ての社会の働

きを奪っている。ドゥテルテはほ

とんど麻薬使用者と麻薬密売人(フ

ィリピン人口３億人のうちの1億

300万人ほどが該当)を人類とは別

ものだと記している。口先で上手

く言っているだけだが、ドゥテル

テは治安部隊にこう告げた。「人

道に対する犯罪？まず、あなた方

に率直に申し上げたい。彼らは人

間ですか？あなた方の人間の定義

は何ですか？」

ドゥテルテは警察の正当防衛に

よる殺害を正当化している。それ

は「シャブ」(覚せい剤や塩酸メタ

ンフェタミンの隠語)を使うことは

「リハビリが困難な人の脳を縮め

る」可能性があるからだ。彼は麻

薬使用者を「社会には不必要な」

「死にながら歩く生き物」と称

し、彼らは「パラノイア患者」で

あり危険だと述べた。ドゥテルテ

は麻薬使用者や麻薬密売人を殺害

するために白紙小切手を渡した。

彼らが警察に逮捕されのに抵抗し

ようと、抵抗しなかろうと関係な

くである。実際には、正当な理由

なしに麻薬使用者を殺害し有罪に

なる警察官に対して「裁判所送り

にした人を追いかけなさい」と言

ってすぐに、警察官に恩赦を与え

た。

この考えにもかかわらず、ある

いはこの考えのため、ドゥテルテ

は(大統領選挙戦時には、何千人

もの犯罪者の死体で、マニラ湾の

「魚を太らせる」と約束したのだ

が)不動の約83％の支持率という大

変な人気が続いている。この中に

は、ドゥテルテ政権の法定外の裁

判を反対する人びとが、サイバー

攻撃を仕掛けるという狂信的なネ

ット市民の支持もみられる。

>ドゥテルテ主義のルーツ

ドゥテルテが大衆に人気がある

理由は一体何だろうか。確かに、

麻薬使用者は社会を苦しめるとい

う、彼の定義は広く支持された。

しかし、もっと深い理由がある。

ドゥテルテが社会を掌握できたの

は、1986年2月のフェルディナン

ド・マルコス政権の崩壊、いわゆ

るエドゥサ革命後の自由民主主義

の政治体系の崩壊と関係してい

る。実は「エドゥサ共和国」(マル

コス独裁政治を倒すために多くの

抗議者が動員されたマニラ幹線道

路の名前が由来)の失敗は、ドゥテ

ルテ政権が成功する条件であった

のだ。

ドゥテルテの成功は、フィリ

ピンの選挙制度をエリート層が支

配、長年にわたる富の集中、新自

由主義的な経済政策、また、アメ

リカ政府による対外責務支払いの

主張によって築かれたものだ。大

衆のエンパワメントを約束したエ

ドゥサ共和国と富の再分配、深刻

な貧困、酷い不平等、まん延する

汚職というフィリピンの現実との

間で大きな差が、2016年の選挙ま

でにみられた。これに加え、大衆

の間では、ベニグノ・アキノ3世

大統領政権の政治不能という認識

が広まった。そして、ドゥテルテ

が、つまり30年以上南の辺境地帯

のダバオ市長として権威主義的な

やり方で努力してきた人が、フィ

リピンが必要とする人物だと、有

権者の40%に当たる1600万人が判断

したのは驚くことではない。小説

家のアンソニー・ドーアが戦前の

ドイツ人について述べたように、

フィリピン人は「社会を正してく

れる人が必要」であった。

さらに、民主主義や人権、法律

などを述べたエドゥサ共和国の言

説は、自分たちは弱いという考え

のあるフィリピン人にとって息の

詰まるような束縛であった。それ

に対して、混在する様々な問題、

例えば明らかな死の恐怖や、街角

の保守派の言葉、「コンニョス」(

女性性器)と呼び、エリート層たち

のことを軽蔑的に語ったドゥテル

テの言説。ドゥテルテの発言を聞

いていて窮屈な偽善行為から自由

になったフィリピン人にとって刺

激的であった。

>ファシストの起源

ドゥテルテがさまざまな階層を

動員したり、権力を重視したりとい

う根絶のキャンペーンによって、フ

ィリピン国内にあったアメリカ式の

権力分立は失敗に終わった。ドゥテ

ルテの支配の特徴が彼をファシスト

であるかのように思わせるが、彼は

通常とは異なるタイプのファシスト

である。通常のファシストが支配し

ようとする時は市民の自由の侵害か

ら始まり、絶対的権力を掌握しよう

とし、無差別な制圧を行うが、ドゥ

テルテは秩序をひっくり返し、徹底

的な大量殺害命令をくだし、市民の

自由への攻撃を圧縮し、政界で重要

な反対意見に立ち向かうことなく、

抑圧を掃討しながら絶対権力を掌握

しようと突き進む。これは電撃戦の

ようなファシズムである。

もう一つのドゥテルテの方法の

特徴は、彼が伝統的左派の政治家を

政権の要職に就けたことだ。今まで

のファシズムの政治体制からは考え

られないような一体化である。左派

を和解できない敵とは考えなかっ

た。左派を支配できる自信があった

からだ。一方、共産党や国民民主戦

線は政権に参加できるのを嬉しく思

っていた。近年、両政党の衰退した

政治的影響力を挽回するのを望んで

いたからだ。

海外政策の経験は未熟であった

が、ドゥテルテはフィリピン版ナシ

ョナリズムの動向を本能的に理解で

きるのを証明した。例えば、オバマ

大統領がドゥテルテの法定外の死刑

執行や、中国政府への開放的な態度

を批判した後に、アメリカ前大統領

のオバマ氏を「売春婦の息子」と呼

んだことだ。フィリピン社会に親米

派が深く浸透している点からすると

政治的リスクがある。驚くべきこと

に、彼の行動に対するフィリピン社

会からの批判がほとんどなかった。

そして、インターネットを通して多

くの支援を得られた。多くの人がわ

かるように、一般のフィリピン人は

アメリカ社会やアメリカの慣習・

制度について称賛するが、アメリカ

政府がフィリピンを植民地化して征

服したことや、フィリピンに対して

不平等条約を押し付けたこと、また

現地文化に対して「アメリカ式の生

活」の影響を及ぼしたことに密かな

怒りを抱いている。だが「アメリカ

とフィリピンの関係性の秘部が「承

認へのもがき」であることを理解す

るために、ヘーゲルの複雑な主従関

係の弁証法まで掘り下げて考える必

要はない。ドゥテルテは左派ができ
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なかった方法で、フィリピン人の感

情の奥底に入り込むことができたの

だ。世界中にみられる昔の権威主義

者たちのように、ドゥテルテは効果

的に民族主義と権威主義とをつなぎ

合わせることができた。

>言葉では人民主義者、現実にはファ

シスト 
ドゥテルテのスピーチのほと

んどはポピュリス的立場だが、民

衆を再分配制度の改正に破城槌

として利用する素振りは見せてい

ない。今までのファシストのよう

に、階級間の衝突に発展すること

をイメージしながら階級間のバラ

ンスを求めているのだ。大統領選

挙戦の時に、ドゥテルテは有期契

約労働をなくすこと、鉱山産業を

規制すること、マルコス政権によ

って不公平に税金を課せられた小

規模のココナッツ農家に税金を還

付することを約束した。ところ

が、主要のエリート層がドゥテル

テの支持者になったために、この

公約は不完全なままだ。しかし長

期的には、社会的、経済的な改革

を取り入れることが、ドゥテルテ

の権威主義的な計画の中心的な助

けとなり、今まで進展がみられな

かった、ドゥテルテの人気がすぐ

に落ちることはないように思われ

る。

しばらくの間、エリート層や

国家機関からドゥテルテに対する

反対は弱い。同じように、正式

には熱烈な人権擁護者であるカト

リック教会の内部は、ポピュリス

ト指導者を支援するのをためらっ

ている。なぜなら、カトリック教

会は、内部での衝突や家族計画に

対する頑固な考えのために信用性

に欠けているからだ。現在の反対

意見は孤立した人たちから出てい

る。例えば、麻薬取引のボスの支

払い名簿に名前が記載されてお

り、支払いをねつ造したことで禁

固刑を受けているレイラ・デリマ

議員である。また、一部のメディ

アからも反対意見が出ており、I-

Defendの連合のような人権擁護団

体からの反対も見られる。

>ドゥテルテとフィリピン社会と社会学

ドゥテルテは政治的に非難され

るべき人であるはずだが、彼の性

格と彼の矛盾さが、社会学者から

とても注目されている。社会・歴

史的な傾向と、パーソナリティの

交差について尋ねた人物もいる。

最近のニューヨーク・タイムス

紙では、ドゥテルテが高校生の時

に、イエズス司祭から性的な嫌が

らせを受けたことが記事として掲

載された。記事の中では、この事

件がドゥテルテに与えた影響につ

いて記されていた。高校生の時に

性的被害を受けたことは、2016年

の大統領選挙戦の時に、ドゥテル

テ自身が表明したことだ。ドゥテ

ルテに性的暴行を加えた司祭は、

ロサンゼルスに異動した後も他の

子供達にも性的暴行を繰り返して

いた。教会の上層部がその司祭を

指導したり、法律で裁いたりする

こともなかった（しかしイエズス

たちは、被害者に1600万ドルの賠

償金を支払うこととなった）。精

神的な傷を負わされると、罰を与

えがちである。現在のフィリピン

社会は子どもを食い物にした犯罪

に報いを受けているのだろうか。

社会学者はまた、哲学者ジョ

ン・グレイの言葉を引用して、

「文明化した生活が変わらないも

のであることを理解していること

が、一瞬で消える」のは、どのよ

うにして発生するかを問いただす

だろう。特に1986年のエドゥサ

反乱の後、フィリピンは自由民主

主義の見本であると考えられた。

マルコス政権が崩壊した時に、フ

ィリピン人はアメリカの植民地時

代に内在化していた価値観を改め

て主張したのだと、多くの研究者

は論じた。その価値観とは個人主

義、法の適性手続き、民主主義で

ある。エドゥサ共和国の自由民主

主義制度は、フィリピンの政治的

価値観を明確にした。しかし突

然、1年にも満たないうちに、特

定の人間に法定外裁判を執行する

のを主要政策とする人物を強く支

持するようになった。フィリピン

人の多くは、ドゥテルテの「積極

的な執行者」になった。この表現

は、ダニエル・ゴールドハーゲン

がナチス時代のドイツ人を語る際

に用いた表現だ。あるいは少なく

とも、多くのフィリピン人はドゥ

テルテの「積極的な共犯者」であ

った。ドゥテルテの残酷な政治キ

ャンペーンを応援する同国人を見

るのは不可解であり、悲劇でもあ

る。行動科学研究者によれば、我

々フィリピン人が文明化され、思

いやりのある人間、または生き物

だという仮説を捨てる時期に来て

いるようだ。代わりに、ゴールド

ハーゲンがナチ時代のドイツを研

究する際に使用したパースペクテ

ィブ、現代フィリピン社会を考察

すべきなのかもしれない。そのパ

ースペクティブとは、

別の見地を採用すれば、この時期

について、こうした想定がなくて

も接近することは可能である。その

代わりに未知の岸に上陸する人類学

者の批判的な視点をもつことであ

り、根本的に異なる文化に目を開く

ことである。また文化の構造、特有

の実践様式、集団的事業・所有を説

明するために、自身の常識的観念に

背反さえして、これまでにない説明

を工夫する可能性を自覚することで

ある。それは、数多くの人びとが、

他者を、やましさを感じることなく

ころしてしまう。もしくは殺そうと

する可能性を認めることである。 

>相対的な集団殺害

こうして、死体数は増加した。

ドゥテルテの麻薬撲滅キャンペー

ンはすでに多くの犠牲を出してい

る。その数は、東南アジアの近

代史の中でみられる集団殺害の

中で、1970年代のポルポト派に

よるカンボジア人300万人の大虐

殺、1965年にスカルノ政権に対す

る軍事クーデターに参加したイン

ドネシア人約100万人の大虐殺の

次に多い。最近、麻薬国を浄化す

るために2万人から3万人の命が奪

われる可能性を、ドゥテルテの

邪悪な気質でもって国民に伝え

た。我々は、彼の冗談が冗談で

はないことを学んだ。この数は

実際よりも少ないと思われる。 

                  (翻訳:池田侑海)

ご意見・感想・質問等は Walden Bello 
<waldenbello@yahoo.com> までお寄せ下さい。

mailto:waldenbello%40yahoo.com?subject=
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>湾岸移民を 
  医療監査する 

アヤズ・クレシ, ラホール経営大学(パキスタン)

ペシャワールでは、湾岸諸国への出稼ぎを希望する人びとが医療

検診センターで診察を受けようと待機。写真:アヤズ・クレシ 

>>

過
去30年間、発展途上諸国が自国民を海
外に出稼ぎ労働者として送り出してい
たが、パキスタン市民は湾岸協力会議
(GCC)諸国（バーレーン、クウェート、

カタール、オーマン、サウジアラビア、アラブ首長国
連邦）へと自国民を送り出していた。しかし、GCCへ渡
航する査証を得るには、パキスタンの出稼ぎ労働者は
出国する際に、健康証明書を提示することが求められ
る。この証明書はGCCが認可した医療機関でしか取得で
きない。出稼ぎを目指す移民労働者の多くが、大都市
にだけ設置されたGCC認可の医療機関に殺到する。そこ
では、労働者の身体に異常がないか、病気に罹ってい
ないかなどの検査が施される。また現在の健康状態だ
けでなく、過去の健康状態も確認される。その結果、

労働者の中でも、病気、感染、不調などがない身体だ
けが選択されるのだ。

出稼ぎ労働者を振るいにかけ、身体的に健康な労働
者だけを選択して渡航させることを、GCC諸国は送り
出し国側に要求している。GCC諸国はこれが妥当なプ
ロセスだと考えており、何の疑問も抱いていない。パ
キスタン政府はGCC諸国の対応に反対しようとは考えて
いない。なぜなら、湾岸諸国からの外貨の送金を、イ
ンド、バングラディシュ、スリランカなどの近隣諸国
や、東南アジア強力国のマレーシアと競っているから
だ。出稼ぎ労働者が外貨を送金するという理由から、
パキスタン政府は彼らを貴重な経済資産(ムスリム・ア
イデンティティとパキスタン・アイデンティティに忠
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 パキスタン社会学

実であり、道徳的責任のある非公式な親善大使)として
讃えている。しかし、パキスタン政府の外交任務・外
交政策の中には出稼ぎ労働者は意味のある位置づけに
はされていない。政府はパキスタン人の査証割当枠が
増加されるかを心配しているだけだ。

GCC認可の医療機関での違反や医療過誤は十二分に
耳に入ってくるが、そのほとんどが、出国を願う移民
労働者に対する搾取行為、移民労働者が診断結果に不
満を言っていることなどである。GCC認可の医療機関の
診断結果が、他の民間医療機関や政府の試験所で出さ
れた診断結果とは異なる場合もある。移民労働者とし
て誰が「合致」し、誰が「合致しない」のかを決定す
るビジネスが横行しており、移民労働者は、政府に貶
められ見捨てられたと感じている。

湾岸認可医療機関協会(GAMCA)の本部と支部は強い
カルテルを組んでいる。GAMCAは、協会会員の利益を
守るために、医療診断の全ての側面を独占し、協会会
員の間で均等に患者数を割り当てることで、医療機関
同士の競争を避けさせている。また、移民労働者が「
適切ではない」と診断されたために、医療機関をター
ゲットに起こすかもしれない攻撃、パキスタン政府当
局の規制から医療スタッフを保護するなどの役割があ
る。サウジアラビアのGCC事務局が医療診断基準と医
療機関の状況(設備、施設の大きさ、人員)を決めてお
り、GCC事務局が年に一度医療機関を監査することにな
っている。

アメリカ合衆国のエリス島やエンジェル島のよう
に、移民が入国する際に実施する健康診断とは異な
り、パキスタンの出稼ぎ労働者の健康診断は、パキス
タン国内でGCCによって行われる。エリス島で実施され

ていた診断方法が批判されているのは周知だが、パキ
スタンでの健康診断の内容はあまり知られていない。
ところが、パキスタンで実施されている健康診断も、
エリス島の時代と同じように侵襲性がある。

GCC医療機関とコネクションのある（嘘かもしれな
いが）詐欺師の手に落ちてしまう出稼ぎ労働者もい
る。健康診断で異常がみつかれば出国できない可能性
があるからだ。出稼ぎ労働者は出国できないのを恐れ
ている。非公式な手段でも健康証明書が手に入らなか
った場合、他の不法手段(陸路、空路、海路)を使って
でも渡航しようとする出稼ぎ労働者もいる。

パキスタン国内で健康証明書を取得でたとしても（
何度も診断を受けるので金銭的負担も大きいのだが）
出稼ぎ労働者は湾岸諸国に入国した後にも医療診断を
受けないといけない。ここでの診断結果が悪い場合、
パキスタンに送り返されてしまう。また、GCC諸国に入
国が許可された後も、年に一度、健康診断を受けるこ
とが義務付けられており、異常がみつかると滞在許可
書を再申請することができない。

皮肉なことだが、疫学的なエビデンスによると、結
核やHIV(ヒト免疫不全ウィルス)のような感染症は、滞
在国内で罹患する移民が多い。GCC諸国での就労許可の
再申請は年に一度の健康診断結果しだいであるとの規
定がある。移民労働者が置かれた過酷な労働環境と、
劣悪な渡航経路が感染症の罹患に関係しているのだ。
例えば、HIV感染だが、狭苦しい労働キャンプに住み、
売春婦と遊ぶことくらいでしか楽しみを見出せず、経
済的市民権と文化的市民権が欠如していることから罹
患する。

HIV感染者は、どの程度であれ、GCC諸国で拘留さ
れ、国外退去となる。感染者や外務当局には退去理由
は明示されない。雇用主から「突然クビ」にされて本
国に戻った労働者もいるが、再び呼び戻されることは
ない。返還者の中には、自分の荷物をまとめたり、共
同居住者に挨拶をしたり、雇用主からパスポートや未
払い賃金を回収したりする時間もなく、着の身着のま
まで拘置所へと送られる。パキスタンに戻ってきた労
働者の多くは、1ページの緊急パスポートしかない。そ
れが身分証明書である。パキスタン市民であることを
証明するために移民当局で拘留される出稼ぎ労働者も
いる。しかし、パキスタン市民であることを証明する
には何週間もかかるので、家族が移民当局に地元の有
力者を連れてきて、息子の釈放を求めることで解放さ
れることもある。

世界中で「健康市民権」の権利を求めて抗議する動
きが活発化している。なぜなら、人びとは政府に医療
保険へのアクセスを求め、医療行為や医療診断によっ
て個人の権利を制限する陰湿な方法を是正しようとし
ているからだ。しかしパキスタンでは、移民労働者が
このような集団行動を起こそうとする傾向は見られな
い。また、パキスタン政府はGCC諸国と協力関係にあ
る。認可医療機関の前に、移民労働者が牛のように並
び、健康か否かで振り分けられるのを、パキスタン政
府は黙認しているのだ。

      (翻訳:山元里美)

ご意見・感想・質問等はAyaz Qureshi <ayaz.qureshi@lums.edu.pk> までお寄せ下

さい。
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ペシャワールの医療検診センターでの出稼ぎ希望者向けのポスタ

ー。写真:アヤズ・クレシ 

mailto:ayaz.qureshi%40lums.edu.pk?subject=


 パキスタン社会学 

>>
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>経済参加と女性 
 に対する暴力

ニダ・キルマニ, ラホール経営大学(パキスタン)

商いを営むカラチの女性たち。

写真: ニダ・キルマニ

開
発団体と国際財政団

体によると、女性の

経済参加の上昇が経

済成長と女性の地位

の向上につながり、両者にとって

プラスとなるようだ。経済力のあ

る女性は性差別から生じる暴力被

害にはあわないだろうと思われて

いる。

パキスタンのリアリ市(カラチの

古くからの労働者階級の集落) を現

地調査した結果、私の研究では、

上記の仮説を立てて、複雑な現実

を検証した。パキスタンはわずか

22％の女性が有給従業員であり、

女性の労働市場参加率が世界でも

最低基準となっている。私達の調

査地であるリアリ市は、全国レベ

ルの統計を反映している。だが、

パキスタンの女性被雇用者のほと

んどは農業セクターで働いてい

るが、リアリ市の女性労働者の大

多数は、裕福な都市部の家内労働

者、国立や私立学校での先生とし

て低賃金で働いている。女性に対

する賃金の割合は低いのかもしれ

ないが、前世代と比べると上昇し

ている。だが、今日の新自由主義

経済のなかで女性が働ける仕事は

概して低賃金で不安定である。そ

して、法的に無規制である。

しかし「経済力がある」ことが

必ずしも「エンパワメント」には

繋がらない。ネイラ・カビアーに

よると、給与格差と不平等な雇用

慣習を通して、市場は男女不平等

の拡大を余儀なくさせているよう

だ。同様に、経済的自立を促進す

ることで女性が自身の給与を管理

し、社会的・法的援助の利用を可

能にし、また、女性の経済的独立

が高まることで腐敗した関係から

抜け出せると、政策立案者は考え



 パキスタン社会学
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ている。しかし、現実はより複雑

である。というのも、女性の経済

参加がもたらす効果は、彼女の雇

用の特性、家族を含む力関係、各

々の共同社会の動向によるからで

ある。

収入を得ることは女性を性差別

による暴力から守れるのか。パキ

スタンの既婚女性全体の39％から

90％が該当し、多くの事案は非公

開だと思われる。働く女性は、雇

用主(女性に低賃金しか支払わな

い、または、給料を支払わない)に

よる経済的搾取、物理的搾取とい

う一般的な形態に(働いていない女

性と比較して)より上手に反抗でき

ているのだろうか。収入を得てい

る女性は、世帯収入や自分の収入

を上手く管理できているのか。

リアリ市の女性たちと、私達

との討論の中で、女性の有給雇用

と、家庭内暴力の経験には、錯雑

した関係があることが明らかにな

った。女性たちの中には、金銭収

入を得ることで虐待的結婚から逃

げる、または逃出すことを思い描

けた。しかし、賃金労働者にも、

社会的圧制は依然として残り、と

りわけ子供がいる場合、暴力的結

婚から逃げるのを躊躇させてしま

う。

多くの女性が言うには、賃金

労働と家事の二重の負担が暴力を

形作っている。例えば、賃金労働

は時折家庭内の緊張を増幅させ、

働いていない男性でさえ妻に家事

を全うすることを当然だと思って

おり、時には口論、暴力へと発展

する。低賃金で働いている女性の

大半が、金銭的に余裕があれば外

で働きたくないと言っている。ま

た、夫が家計を支えられないのを

憤慨する女性もいた。一方で、所

得を得ることで独立心を感じられ

る女性もいれば、家から外に出る

のを楽しんでいる女性もいた。し

かし、労働と家事との二重苦に直

面したくないとの意見もあった。

ごく一部の女性が高給取りで

あり、より安全な雇用形態で働い

ている。この場合、経済活動は必

要性よりもむしろ個人的選択や個

人的充足感として捉えられる場合

が多い。しかし、労働は社会的・

心理的犠牲を抜きには考えられな

い。結婚前に家の外で働いていた

女性、特に近所ではないところに

勤務していたり、相対的に稼ぎが

良かった場合、往々にして噂の種

になったり嘲罵の対象になったり

して、非難や軽蔑されることは免

れなかず、働く女性の精神的苦痛

となった。また、ゴシップによっ

て働く女性の評判を貶め、結婚相

手を探せないこともあった。

　

肯定的な点としては、世代変遷

が調査の中で明らかになった。多

くの年配の女性は暴力的結婚を続

け、忍耐と貞淑の証拠として考え

ていた。しかしながら、若い女性

は暴力の不満を表に出し、虐待的

結婚から離れるべきだと言った。

実家に戻るか、より稀ではある

が、独立した家庭を築くことなど

も考えていた。離婚はいまだに眉

を顰められることである一方、多

くの女性は虐待的結婚を続けなけ

ればいけないという圧力を感じて

おり、多くの女性が、無理強いさ

れた状況のなかで抵抗する戦略を

考えるようになったようだ。確か

に、彼女らだけで、できる保証は

ないが、女性が独立収入を得られ

ることで、虐待的結婚から女性を

解放する突破口とはなるだろう。

まとめると、女性の経済参加

が女性のエンパワメントを保証す

るわけではないことが明らかにな

った。一方で、家庭外での雇用

が、家庭における女性のバーゲニ

ング・パワーを強化しそうだが、

それには犠牲も伴うのも判明し

た。パキスタン女性の多くが労働

市場に参入している。しかし、給

与が悪く、安全な雇用状況という

選択肢のない時代に労働市場に参

入しているのだ。女性を本当にエ

ンパワーするには、雇用形態と大

きな構造変化が伴わなければなら

ない。女性は給与が良くて、安全

な仕事が必要だ。家庭内では性差

別のない関係性が必要だ。男性も

家事をするようにと、コミュニテ

ィそのものが変化しないといけな

い。そして、女性のモビリティと

女性の独立も受け入れられるべき

だ。

(翻訳: 本田光)

ご意見・感想・質問等はNida Kirmani  
<nida.kirmani@lums.edu.pk> までお寄せ下さい。

mailto:nida.kirmani%40lums.edu.pk?subject=
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>ディアスポラと
  離婚について

カヴェリ・クレシ, ラホール経営大学(パキスタン)

イギリスにおけるパキスタン人女性の結婚式。新婦は新郎を気遣

って待っている。写真: カヴェリ・クレシ

3
8歳のスカイナはパキスタン出身でロンドンに

住んでいる。18歳の時にランカーシャーで従兄

弟と結婚し、20代半ばまでに3人の子を授かっ

た。しかし、3人目の子供が生まれる前に、彼

女の結婚生活は破綻に向かっていた。夫はタクシーの

運転手として働き始めた。不規則な勤務時間と自由な

仕事ゆえに、結婚する前に交際していた白人のイギリ

ス人と再び関係を持つようになった。また、夫は酒を

飲むようになり、スカイナの証言では夫は強力なドラ

ックにまで手を出すようになってしまった。スカイナ

は夫婦間の問題について両親に電話をして話すことを

6か月間もためらっていた。というのも彼女が身内の

一人と結ばれ、さらには3人ものかわいい子供に恵ま

れたことを両親はとても喜んでいたからである。「あ

んなに喜んでくれているのだから、水を差すようなこ

とはしたくなかった」彼女はそう語っていた。助けを

求め両親の元へ帰った時は、ランカーシャーの義理の

家族の家を出てロンドンに戻ってからさらに2年が経
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っており、また実際に離婚を申請するのに、さらに2

年が経過していた。

他の南アジア出身の一族同様にパキスタン系イギ

リス人は、普通に結婚し、離婚が極めて稀という理想

的な家族の砦だと長い間、認識されてきた。スカイナ

の話が目には見えない、模範的なステレオタイプの「

強い家族の価値観」を思い起こさせた。部外者も、パ

キスタン系イギリス人家族については同意見を抱いて

いた。2007年にバーミンガムで2日間ほどパキスタン

人家族と過ごした後、当時の保守党指導者デーヴィッ

ド・カメロンはアジア系イギリス人家族を「驚くほど

強固で団結している」と称賛し、次のように述べた。

「イギリスはアジア系イギリス人を他の人種よりも融

和させるべきだと思う。」

1990年代半ば実施された第四回英国少数民族調査

に、量的社会学者リチャード・ベルトゥーは、南アジ

ア系イギリス人の別居および離婚率が4％と低いこと

を発見した。イギリス白人の離婚率は9％、カリブ黒

人の離婚率は18％であることから、他の集団よりも低

いことが明らかだ。ベルトゥーは南アジア人を「時代

遅れ」で「コミュニティの歴史や伝統に忠誠」で個人

主義への抵抗あると述べた。しかし、2010年から2013

年にかけて行われたイギリス四半期労働力調査によれ

ば、現在では国内のイギリス白人の20％、カリブ黒人

の27％、多様な民族の成人の23％が別居・離婚してい

る。一方でパキスタン系イギリス人(イスラム教徒)と

インド人シク教徒の別居・離婚は10％、バングラデシ

ュ系イスラム教徒の別居・離婚は約8%、インド系イス

ラム教徒の別居・離婚は7%、インド系ヒンズー教徒と

同じように6%が別居・離婚している。イギリス在住の

他人種の成人と比べると、南アジア人は社会調査時に

自分の結婚が破綻しているのを認めない傾向が見られ

る。ところが、パキスタン系イスラム教徒、バングラ

デシュ系イスラム教徒、インド系シク教徒の家庭内不

和の数は上昇傾向にあり、その数は、20年前、つまり

1990年代半ばにアンソニー・ギデンズがイギリスの「

別居と離婚社会」に対する懸念が注目を集めた時代に

おけるイギリス白人の人口に勝る数値まで近づいてい

る。

2005年から2007年および2012年から2014年にか

け、ロンドンと地方都市ピーターバラで行われたエス

ノグラフィー研究によれば、離婚の増加はパキスタン

のユダヤ人在住地域における家庭生活に変化をもた

らしているようだ。まず、再婚奨励に反対する男性、

そのような男性の数を上回るほどの女性の数がみられ

る。私が聞き取り調査をした52人の離婚者のうち30

人は再婚したが、22人は再婚しなかった。そのうち

6人は男性であった。例えば、スカイナは離婚後何年

間も独身であったし、彼女自身も独身で痛かったと言

っていた。スカイナは離婚後に何年もの間、抑うつ状

態だったが兄弟・姉妹の支援により、成人教育課程を

修了し、頼り切りにしていた社会保障給付金の代わり

に、やがて収入源となる学生助手としての資格を得て

働き始めた。もはや、彼女は「素晴らしい」嫁になる

ようにと両親が育て上げた義理の娘ではない。両親が

再婚するようにとのアドバイスをしていたが、スカイ

ナは何年間も無視してきた。「まず、男が嫌いです。

本当に嫌いで仕方ないです。彼らが視界に入ること、

匂いがすることに耐えられません」と彼女は言った。

子供たちに両親のいる「普通の」家庭を与えるために

再婚すると言った離婚者もいた。しかしスカイナのよ

うに、悩み疲れた家族の中に、新たな継父が入ってく

ることに用心深くなっており、これが再婚を妨げてい

た。

離婚後に再婚しないことを選択する女性と男性が

いる一方、再婚する人たちは自ら再婚相手を選ぶ傾向

が強くなる。私のインフォーマントの話によると、初

婚の67組のうち58組が従来の見合い結婚で、わずか9

組が恋愛結婚であった。対照的に、再婚した49組(再

婚だと聞いていが)のうち20組のみが見合結婚で、9組

が恋愛関係から結婚に発展したカップルだが表向きは

見合い結婚としてケースがあった。少なくとも20組は

自分たちで出会いを探した恋愛結婚であった。このよ

うに、再婚には結婚する前に大切な寵愛や愛情表現が

より強く伴う傾向がある。自らが選んで再婚した場合

も、やがては拡大家族によるサポートを受けていた。

スカイナの経験は他の要素も物語っている。という

のも、再婚はしばしば人種や民族、身分の違い、さら

には宗教の違いをも越えることがある。スカイナは10

年近く独身だったが、離婚を経験したインド系シク教

徒のスクワインダーと恋に落ちた。彼はイスラム教に

改宗することに同意し、2人はイスラム教の式場の小

さな結婚式を挙げた。出席者はスカイナの姉妹のうち

1人と３人の立会人のみであった。この合意による関

係への転換は内在的に自由主義を訴えているように思

われるが、スカイナには大きな不満があった。スクワ

インダーは真摯なイスラム教徒であることを表に出さ

ないだけではなく、シク教徒の象徴であるターバンを

身に付けたままだった。その結果、スカイナは両親に

再婚のことを話せずにいて「(結婚を）これくらいで

切り上げよう」と考えていた。

調査の結果、再婚はしばしば不安定であることが明

らかになった。聞き取り調査を実施した30組の再婚者

うち9組は離婚、または3度目の結婚に至っている。私

の研究によると、再婚者、再々婚者の中には喧嘩で悩

んでいる夫婦もいた。つまり、離婚の社会学が再婚を

ほとんど研究していないのだ。我々は、離婚だけでな

く内縁関係、相次ぐ再婚についての調査が必要だ。ま

た、トランスナショナリズム、ディアスポラ、移住者

がいる背景によって結婚規範や伝統慣習が変化するか

も研究すべきだ。ディアスポラは「取り残された」文

化で変化しないと見なされる傾向があるからだ。私の

研究結果から分かるように、この傾向は過去だけでな

く、現在にもみられる事実であろう。

    (翻訳: 江口雅孝)

ご意見・感想・質問等は Kaveri Qureshi <kaveri.qureshi@lums.edu.pk>までお寄せ

下さい。
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>イスラム恐怖症と 
  英国の安全保障問題

タニア・サイード ラホール経営大学(パキスタン)

挿絵: アルブ

イ
ギリスの教育機関が、だんだんと国

家安全保障問題に巻き込まれてい

る。2015年対テロリズム及び安全保障

法(CTSA)のもとで、教育機関は急進的

になる「恐れのある」学生を報告する「法定義務」が

ある。「急進的である」気配や兆しは定義が難しい。

しかし、明らかなことは「調査の対象になりやすい恐

れのある」学生は「イスラム教徒」である可能性が極

めて高い。問題となるのは、非暴力の極端論者の思考

が英国的価値観に反すると判断されると、あらぬ疑い

をかけられる可能性があることだ。しかし、このよう

な思考は大学内において、喚起されたり、議論された

りすることは少ない。沈黙されることの方が多い。

20 1 5年対テロリズム及び安全保障法(C T S A )

は、2005年7月7日のロンドン同時爆破事件が起こっ

た10年後に導入された。この法律だけでなく、教育機

関に焦点をあてた対テロ対策は他にもあった。イスラ

ム教徒の学生はとりわけ「疑惑」の対象になりやすか

った。イギリス政府の調査報告書『2011年予防戦略』

によると、公安部隊は「危険のある」学生を監視する

ために教育機関とすでに連携していた。ロンドン大学

の卒業生ウマール・ファルーク・アブドゥルムダラブ

がアメリカ行きの飛行機を標的にしようとした事案、

ロンドン大学の卒業生ロショナラ・チャウドゥリーが

イラク人の仇を討とうとイギリスの政治家を刺した事

案、ISISに若い学生が加わろうと逃亡した事案。これ

らの事案は、教養のあるムスリム・アイデンティティ

に懸念を駆り立てた。しかし、新法律が大学の監視を

法的義務とした。イスラム教徒の学生と連携するので

はなく、政策が彼らを離反させ、皮肉なことに不安定

な情勢を加速させた。イスラム教徒の男性は即座の脅

威対象としてみられたが、ベールに隠された女性は犠

牲者なのか、それとも急進論者であるかの判断がつか

なかった。

2010年と2011年に着手された研究で、イギリスの

大学の40名のイスラム教徒の女学生と卒業生の伝記物

語を調査した。彼女らのイスラム恐怖症の経験やイギ

リスの国家安全保障問題について調査したのである。

この研究は、パキスタン系イギリス人イスラム教徒に

テロ容疑者として疑惑をかけられている時期に実施さ

れ、調査対象者にはパキスタン系イスラム教徒のイギ

リス人学生と、イングランドに留学しているパキスタ

ン人である。また、衣類で「信仰の程度」を示すイス

ラム教徒の女性も研究対象に含まれている。この衣類

だが、ニカブという顔や頭全体を覆うベール、ヒジャ

ーブという頭を覆う被り物、ジルバブという全身を包

むガウン、カミーズという伝統的なチュニック、シャ

ルワールというズボンなど多岐に渡る。また、このよ

うな服装をしなくても信仰心を示すも女性もいる。こ

の研究は、大学構内において反先鋭化の失敗を批判さ

れたイスラム学生協会(ISocs)の経験に焦点を合てて

いる。聞き取り調査対象者は、学生自治会の代表、イ

スラム教学生会会長、児童福祉士である。

女性の経験は外見によって異なった。驚くことで

はないが、ニカブは注目を集める。異国の宗教やア

 13

GD  第 7 巻/ 第2号 / 2017年6月



 パキスタン社会学 

イデンティティの身体的特徴にふさわしいベールに包

まれた若い女性は「オサマ・ビンラディンの妻だ」と

叫ばれたり過激派だと呼ばれたりするのである。回答

者は、人種差別の標的となったと言っていたが、その

言葉の内容は標的になった人よりも、その言葉を発し

た人の方に当てはまっていたそうだ。例えば「レズビ

アン」という単語はニカブやヒジャーブを身に着ける

イスラム教徒への侮辱として使われるのだ。侮辱とし

て使われたタームだが、このタームはイスラム恐怖症

の根底に異性愛規範性の偏見があることを反映してい

る。隔離が進展するほど、イスラム教徒の女性は異常

者とみなされるのだ。逆に、イスラム教徒だとわかる

格好をしていない女性は、非イスラム教徒の目には、

自分は「イスラム教徒らしい」というふう映っている

とは全く感じられ泣いため、自分たちの信仰心を正当

化しなければならないと感じていた。パキスタン人の

外見から、(イギリス社会では)文化的に抑圧された人

びと、教養のないパキスタン人女性、名誉殺人や強制

結婚のある原始的な文化の犠牲者というステレオタイ

プを抱かれていた。

学生たちはキャンパス内外においてこのような経験

で苦しんできた。特に、ISocsのメンバーは目立って

いた。男女ともにISocsのメンバーは、学生イベント

や講演会を開催するたびに、大学本部から疑いの目を

向けられた。また、自称「穏健派」のイスラム教徒か

らも自らを擁護しなければならなかった。イスラム「

穏健派」は、ISocと関わることで自身に急進派のレッ

テルが貼られるのを恐れ、ISocのイベントの参加を拒

否したと、回答者は述べていた。ISocメンバーの中に

は、テロリストと呼ばれたり、疑惑をかけられたり、

侵入したスパイや情報機関から調査されたと述べてい

た。また、多くの回答者は、急進的だとレッテルを貼

られる恐ろしさから自己検閲をするようになった。つ

まり、急進派だとみなされたくないので、学生運動を

避けていると述べた回答者もいた。

また、イスラム教徒と、パキスタン人という交差

性には、他の弱さがあることが明らかになった。パ

キスタン系イスラム教徒は「超・公安の監視対象者」

になったのだ。これは、パキスタンの地で「対テロ戦

争」が勃発し、パキスタン・アイデンティティに大

いに嫌疑がかけられた時のことだ。パキスタンと関連

のある政治運動は参加しなかったが、アラブの春やパ

レスチナに関連した運動には参加する学生がいた。ま

た、2005年7月7日以降、自らの国籍を偽る学生もい

た。

これらの調査結果から、イスラムのコミュニティ

ごとに、さまざまな安全保障ディスコースを経験され

ているのが判明した。このディスコースは、宗教心だ

けでなく民族や国家のアイデンティティによっても異

なるのだ。アメリカ合衆国大統領ドナルド・トランプ

が2017年に特定のイスラム教の国々に出した禁止令は

(シリアや隣接する地域で世界レベルの対テロ攻防政

策に焦点が当てられていように)、全てのイスラム・

アイデンティティが同一に対応されるのではなく、社

会・政治的文脈によって異なる対応を受けることを明

らかにした。

もし、信仰心の深さが日常で出会う疑惑と差別の程

度を形づくるのだとしたら、私の調査結果の中には、

固定観念を打ち破るために、積極的に意識を高めるこ

とを試みる若い学生がいるのを示している。「イスラ

ム啓発週間」を通して、もしくは単にイスラムについ

ての先入観を喚起することで、イスラム教徒の学生グ

ループは（社会の）意識を変化させることを試みた。

「正常」だとか無実だと主張することを拒否する学生

もいたが、イスラム教徒と非イスラム教徒の学生が、

安全保障問題の広がりを食い止めようとする努力を軽

視することはできない。

多くの大学が、学生に対する「注意義務」は把握

している。すなわち、「言論の自由」の保障と過激化

の「恐れのある」学生を報告するという「法定義務」

である。しかし、このような「注意義務」は時折妥協

されてきた。例えば、スタッフォードシャー大学の学

生、ムハマッド・ウマール・ファルークの場合のよう

に、テロリスト研究という教科書を読んでいたため大

学職員から当局に通報され事例もある。研究のため

に、アルカイダ・マニュアル(書店でも買える文書)を

ダウンロードしたことで通報されたリツウァン・サビ

ールの事例もある。また、学童が誤って当局に通報さ

れたこともあったという。今後も大学は、国家安全保

障問題に巻き込まれ続けることになる。イングランド

高等教育助成金会議で、2015年対テロリズム及び安

全保障法のもと、各大学に「法定義務」を実施する戦

略が採択された。この研究の聞き取り調査に参加した

イスラム教徒の学生の中には、常に疑いを受けるので

なければ、公安当局と話すことを厭わないと発言する

者もいた。イスラム系イギリス人の多くがISISなどの

グループを拒絶していた。それでもなお、問題に取り

組むのが重要だ。さらに、多くの回答者はこの難題を

大学内部で取り上げることに前向きだった。しかし、

全てのイスラム教徒の学生に疑いをかけ、議論の場を

儲けられず、不安感の強い風潮の中で、イスラム教徒

の学生がイスラム恐怖症や差別の被害者となる雰囲気

を、大学が作り出してしまった。イスラム教徒の学生

に対する「注意義務」を、大学は損なう恐れがある。

また、大学は国家安全保障機構の歯車となる危険性が

ある。

(翻訳:永江優衣)

ご意見・感想・質問等は Tania Saeed <tania.saeed@lums.edu.pk>までお寄せ下さ

い。
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 パキスタン社会学

>>

>インフラ整備と
  政治について

アメン・ジャファー, ラホール経営大学(パキスタン)

オズパク社の廃棄物収集車がゴミを回収

する前に、リサイクルできそうなゴミを

漁るゴミ拾い人たち。

写真:カーラム・シディキ

2
0世紀の最後の10年から、パキスタンの経済は

民営化と規制緩和によって変化した。この中

には、さまざまな政党による政府、軍隊の独

裁政権を通して支えられてきた新自由主義的

経済秩序がある。このように、政界のエリート内部で

の合意にもかかわらず、現在のパキスタンムスリム連

盟ナワーズ・シャリーフ派（PML-N）政権はインフラ

を中心としている点において他の政権と区別されてい

る。1990年代からPML-N政権はインフラ発展を中心に

経済政策や政治的戦略を打ち出してきた。この経済戦

略には、最近の中国パキスタン経済回廊(CPEC)もみら

れ、パキスタンの財政を根本的に高めるであろう「切

り札」として、パキスタン政府によって執拗に推奨さ

れるものである。

パキスタン政府は、新道路整備、鉄道建設、エネル

ギー事業を遂行することで（中国政府からの貸付金、

中国企業が工事を施工）、海外投資と地元の個人投資

が増加し、パキスタン人に雇用機会と経済機会を作り

出すことを約束した。

ところが、前例には信用できない要素が(1990年代

の前PML－N政府下で建設され、使用制限のあるラホー

ル・イスラマバード高速道路)あるにもかかわらず、

この経済戦略は大規模のインフラ支出によって経済活

動が促進されるという仮説に基づいている。

大規模インフラ事業は、主に海外投資家や大企業に

潤いを与えることを、世界各国のエビデンスから確認

できる。教育、健康・医療制度が常に世界最下位で、

公共サービス事業が崩壊している国では、財政支出の

優先順位に偏りがあり、一般市民の実際の要求にそぐ

わない場合がある。インフラ事業でさえも、CPECのよ

うに大企業が必要とするインフラを整備することに集

中されている。そして、ほとんどのパキスタンの貧困

層が雇われている、いわばインフォーマル・セクター

の存在を無視し、傷つけることとなる。インフォーマ

ル・セクターを破壊することで、既に格差のあるパキ

スタン経済を、さらに悪化させているのだ。

ラホールの固形廃棄物管理計画を例に考えてみよ

う。2010年、パンジャブ政府は集金、輸送機関、ラホ

ールの廃棄物の処分を民営化し、国営会社として、ラ

ホール廃棄物管理会社（LWMC）を設立した。この会社

は後にオズパク社とアルバイラク社の二つのトルコの

多国籍企業に事業を外部委託し、LWMCのゴミ捨て場に

捨てられたゴミ１トンごとに約20ドル(単位は米国ド

ル)を支払った。絶え間ない新道路の建設や拡張、古

い道路の再整備はオズパク社とアルバイラク社にとっ

て非常に都合がよかった。多くの発注が入り利益をも

たらしたのだ。再整備された道路ネットワークによっ

て、大量のゴミ収集車や他の機械を、より効率的に働

かせることが可能になったからだ。
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 パキスタン社会学

オズパク社の施設の一つは最近建設された六つの車

線の幹線道路、ラホール環状道路（LRR）の近くにあ

る。多くの場合、大量のゴミ収集車がさまざまな場所

からのゴミを収集し、オズパク社の施設に輸送する。

ゴミ収集車は標準サイズの輸入車で、ゴミの持ち上げ

やゴミの圧縮ができる車両だ。狭い車線では、これよ

り小さく、現地で組み立てられる車両が利用される(

旧来の装置を搭載した小型トラック）。ゴミがオズパ

ク社施設に持ち込まれると、ラコーダーのLWMCが所

有するゴミ捨て場に輸送するために、積み込み機が巨

大なダンプスタートラックの上にゴミを移す。ゴミ捨

て場は、幹線道路にもちょうどよく設置されている。

明らかに、ラホール幹線道路はこの作業の中心部であ

り、オズパク社に燃料、時間、人件費を凄まじく節約

するのを可能にしている。

　

オズパク社の技術的に洗練された作業は「非公式」

なゴミ回収人、ゴミ拾い人（町中からゴミや再利用可

能なモノを集めて、歩き、補助のカート、自転車、バ

イクなどでゴミを運ぶ人）とは明確に異なる。ゴミ拾

い人の中には、月一の僅かな報酬のために戸別にゴミ

を集めている人もいれば、路肩やダンプスターの中の

ゴミの堆積を吟味して、再利用できるものを探してい

る人もいる。重要なのは、オズパク社はゴミ拾い人が

施設の中に入ることを許可しないが、政府が操業して

いるゴミ施設やゴミ捨て場には、ゴミ拾い人は入るこ

とができる。ゴミ拾い人はゴミからボトルや紙、段ボ

ール、プラスチック、金属など再利用できるものを選

別し、分類する不潔な仕事をするからだ。これらの再

利用可能な物は、ゴミをさらに分類する小規模のリサ

イクル会社に売られ、最終的には使用可能なモノに変

換する小規模会社へ売られる。

ゴミ拾い人は再利用産業の主力であり、堪え難い危

険な状況下で過酷な労働を行っているの。しかし、彼

らはパキスタン経済の最下層であり、不安定収入、最

低賃金、職業に付随する社会スティグマ、社会差別に

苦しんでいる。驚くことではないが、彼らの大半はラ

ホール社会階層の最下位に属している。

さらに悲惨なことに、ラホールの道路整備が、ゴミ

拾い人の低収入な状況に直接的にも間接的にも影響を

及ぼしている。例えば、ラホール環状道路はゴミ拾い

人に複数の悪影響をもたらしている。一つ目は、彼ら

の主要な輸送の方法である。ラホール環状道路で補助

カートや自転車の使用は許可されてなく、ゴミ拾い人

は混雑したわき道を通らなければならない。二つ目に

ゴミ拾い人は仕事で頻繁にラホール環状道路を横断し

なければならず、交差点はかなり離れているので、長

い距離を移動するか、速い対向車のくる、無指定地を

歩いて横断するリスクを負わなければならない。新し

い高速道路はゴミ拾い人の仕事を助けるどころか、障

害や負担になっている。

ラホール環状道路は間接的に廃棄物会社に利益をも

たらしている。なぜなら、ゴミ拾い人と廃棄物会社は

総じて衝突することが多いからだ。廃棄物会社が通り

でゴミを集めるようになったので、ゴミ拾い人にゴミ

収集を依頼することを止めた地域もある。さらに、廃

棄物会社の回収方法はゴミ拾い人がゴミを回収する機

会を少なくしている。ゴミを分類する時間を減らして

いるからだ。廃棄物会社は、ゴミ拾い人のリサイクル

作業が廃棄物会社の仕事が遅くさせるので、ゴミ拾い

人は自分たちにとって障害だと思っている。

このように、ラホールの道路整備はゴミ拾い人が経

済的に困窮するが、廃棄物会社は安定的な増収が見込

まれる。ラホールのように成長する大都市の効率的な

ゴミ管理には技術の伴うゴミ収集車が必要だが、清掃

業の民営化は、貧困層、社会の周縁部の人びとの生計

への配慮なしに行われ、彼らにさらなる苦悩をもたら

しているのだ。

確固とした廃棄物管理は、新公共のインフラ整備に

よって、パキスタン社会の格差を深めている産業の一

つである。経済的に社会の周縁に追いやられた人びと

には、インフラ計画、インフラ設計に反対できない。

それにもかかわらず、楽観的な見方がある。低所得者

のコミュニティはインフラ整備を市民権の中心的な支

えに変化させたのだ。私たちの調査によると、低所得

地域におけるインフラ整備の改善を上手く要求する政

治的戦略や抗議活動を、社会運動として動員している

場合が多く見られた。インフラ事業を通じて、企業利

益のためにパキスタンの公的資金を投与するという従

来の提携には、今後、一般市民からの新たな政治的挑

戦に対抗することになるだろう。

(翻訳: 遠藤真美)
ご意見・感想・質問等は <amen.jaffer@lums.edu.pk>までお寄せ下さい。
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ごみ収集人の住居。ここで都市部で集めたゴミを分別する。 

写真:カーラム・シディキ

mailto:amen.jaffer%40lums.edu.pk?subject=
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追悼

>>>>

>ジグムント・バウマンの  
 倫理観について

ジグムント・バウマン

ポ
ーランドの社会学者 ジグムント・バ

ウマンは91歳という年齢で、世界の

現代社会学者を率いる一人としての

素晴らしいキャリアの幕を閉じた。

数知れない重要な業績を遺した彼の人生をまとめる

ことは非常に困難だが「学術世界にジグムント・バ

ウマンのような人物は二度と現れないであろう」と

言ったキース・テスターの発言は、全くその通りだ

と思う。「彼は怒濤の20世紀を生きた中央・東ヨー

ロッパの知識人の一人である。他の人びとが書くこ

としかできない事を、彼は実際に経験したのだ。」

バウマンは1925年ポーランドのポズマンでユダ

ヤ人一家に生まれた。一家はナチス軍の侵攻から

逃げるためソビエト連邦へ亡命することを強いられ

た。４年後、バウマンはソビエト連邦でポーラン

ド軍に入隊し、東方の前線で戦った。彼は負傷した

が、1945年のベルリン侵攻のため軍に戻った。

戦後、バウマンは早く昇進し、大尉、政治将校

になった。この時代のバウマンは、かなりの理想

主義的な共産主義者であった。しかし、反ユダヤ

主義の粛清の時代に強制退軍させられた1950年初

頭から、バウマンの党に対する信頼が揺らいでいっ

た。彼はすぐに学問の分野に進み、1954年にワル

シャワ大学で社会科学の講師になった。社会学の分

野で成功し、幅広いトピックの著書の数々を出版

し、1960年代半ばにはワルシャワ大学教養社会学

部長に就任した。

しかしながら、バウマンは公安当局にマルクス

修正主義者と目をつけられていた。特に、社会主義

国家の社会体制を懐疑的に解釈する論文を(計画経

済の限界について触れた論文も含まれている)数本

に出版した後のことだ。彼の立場はかなり危うくな

った。1968年、反ユダヤ主義の粛清の矛先が学者

に向いた最中、ワルシャワ大学では、彼を含めた5

人の教授が更迭された。その年の終りに、バウマン

は一家でポーランドを離れた。イスラエル、オース

トラリア、カナダで臨時の研究職に就いた後、イギ

リスで落ち着いた。1971年から定年退職まで、リ

ーズ大学で社会学の教授を務めた。

リーズ大学での安全が確保されてから、バウマ

ンは急速にイギリス社会学の中で立場を擁立してい

った。バウマンは哲学や社会学の理論だけでなく、

複数のヨーロッパ言語の知識があった。そのため、
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大陸理論に（学術的な）爆発的関心を誘うことを、

バウマンは容易にできた。1980年代のバウマンの

存在は、当時「ポストモダニティ」と呼ばれるもの

を解き明かす重鎮とされた。しかし、反政治的・反

動的な知識の枠組みに括られ、確固たる地位を確立

した存在にさせられることの危険性に、バウマンは

すぐに気づいたのだ。

新たな社会秩序の過度期に、自らの批判的立場

を守るために、「リキッドモダン」の探求イメー

ジを打ち出した。2000年に『リキッド・モダニテ

ィ－液状化する社会』を皮切りに、幅広い新自由主

義プロジェクトと特徴づけられた市場主義や、個人

主義の影響を、バウマンは探求し始めた。この２つ

のプロセスが大勢にもたらした痛みや被害を、バウ

マンは注視していたのだ。

バウマンの後期業績の中心はモダニティの特徴

そのものであった。これを証拠づける著書は社会学

の先駆けとなり、アマルフィー賞を受賞した『近代

とモダニティ』 (1989)である。この著書は悪の巨

大な度量（生産能力、吸収力、受容力）に焦点を当

てている。この悪は、現代社会に解き放された「合

理的」組織の生産能力を通して近代化プロジェクト

の内部にみられるのだ。これを上梓した後、彼のす

べての業績には明らかに道徳観をふれている。

1993年に『ポストモダンの倫理学』を上梓した

後、バウマンは道徳の社会学の重要性を高める上で

重要な役割を果たした。バウマンは、道徳を説明し

ようとする従来の社会学に非常に懐疑的であった。

従来の社会学を懐疑的に捉えたのは、20世紀の深

い恐怖に誘発されたものであり、また、彼が個人的

に経験したものでもあったからだ。しかしこれが、

哲学者・神学者エマニュエル・レヴィナスとの聡明

な共同研究へと発展した。このプロジェクトによっ

て、バウマンはモラル現象学という分野を創設した

のだ。モラル現象学によると、道徳的活動の原理が

根本であると理解され、人間であることが構成要素

であり、社会化が始まる前の段階である。

バウマンの倫理に関する業績には多く賛否両論

あり、社会学への挑戦であると考えられることが多

い。しかし、制度の崩壊的権力、その制度によっ

て、人間の道徳的容量を制限し退化させる傾向があ

るというバウマンの(哲学的というよりも) 社会学

的着眼点は素晴らしく、早急な取り組みを要する研

究課題である。彼の著書は、これからも、社会学を

単なる行政科学に留まることを望まない多くの社会

学者によって読まれ続けるであろう。

(翻訳: 平野由夏)

ピーター・マクマイラー, マンチェスター大学(イギリス)
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>ジグムント・バウマン

>>

ジ
グムント・バウマン

の伝記を、21世紀ポ

ーランド知識人の有

力なナラティブの一

部に形取れる。この世代は、戦争で

トラウマを経験した後に、共産主義

に感化された。さらに、社会主義

体制には全体主義的な要素が潜んで

いることに気付かず、実際に社会

主義を立て直そうとしたのだ。その

後、1989年に、全く同じ知識人ら

は、共産主義政権を転覆する運動に

参加した。そして、共産主義政権を

崩壊させた後に、自由という難しい

贈り物の使い方を、大衆に教えたの

だ。

幸いなことに、ジグムント・バウ

マンは、この政治的な動きには関係

していない。歴史に翻弄されながら

も、バウマンは主流に乗ることはな

かった。歴史の変遷に敏感でありな

がら、自分を見失うことはなかった

のだ。

バウマンのパースペクティブは

懐疑主義的なユートピア的理想論と

言えよう。社会秩序を分析するのだ

が、バウマンは常にユートピアの背

後にある支配の構造を明らかにする

ことに尽力していた。また、自分の

評論の内容を強化するためにユート

ピアを追い求め、社会変化を支持し

ていた。このような考え方の根底に

は、第二次世界大戦のポーランドで

の経験が関係しており、バウマンの

後年の仕事に大きく影響を及ぼして

いる。

>スターリン主義、異質な経験

少なくともポーランドでは、戦後

の知識者層がスターリン主義に傾倒

していたことは、後にノーベル文学

賞を受賞したチェスウァフ・ミオッ

シュの『囚われの魂』を読んでも明

らかである。『囚われの魂』には、

ポーランドの高学歴者層は、宗教に

蝕まれニヒリズムで荒んだ状態だと

書いてある。高学歴者層の空虚感を

埋めるのが共産主義であった。共産

主義は世界を簡単に理解する術、知

識人に世界を再構築する希望を与え

ていた。マルクス主義の内容は洗練

された人びとの心を掴むには十二分

に複雑であり、政治権力と人民とを

身近に感じることができたのだ。ミ

オッシュは、共産主義とスターリン

主義の敬愛を似非宗教的なタームを

使って表現していた。このように、

若い知識人の情熱と、約束された新

システムに投資している若者につい

て論じたのだ。

この話を聞くと、スターリン主

義に深く関係した新たな文化エリー

ト層の経験と共通するものがあるよ

うに感じるだろう。しかし、これだ

けでは、スターリン主義への道と、

スターリン主義に伴う様々な経験を

理解することはできない。この点に

関しては、ユリアン・ホーホフェル

トの存在を引き合いに出して考える

のが重要である。若い頃のジグムン

ト・バウマンと、ワルシャワ大学の

マルクス主義者のサークルでは(ジャ

ージー・ヴィアートル、マリア・ヒ

ルショヴィッチ、 ヴォージミエシ

ュ・ヴェソロフスキ、アレクサンド

ラ・ヤシニスカ=カーニャ)、ホーホ

懐疑的なユートピア

フェルトは重要な存在であった。

1950年代初頭、ホーホフェルトは

大学から社会学を追放することを求

めた。社会学はブルジョワ層の学問

であり、社会主義国が黙許すべきで

ないと考えたからだ。ホーホフェル

トはミウォシュを指摘したのではな

かった。ホーホフェルトは、戦前か

ら活躍する科学者で、ポーランド社

会主義党(PPS)の活動家でもあった。

第二次世界大戦後、共産主義政権の

もとで独立社会主義党を運営できる

と思っていた。ところがスターリン

は、モスクワとは無関係の全ての政

党を排除することを立案した。そこ

でホーホフェルトは、共産主義ポー

ランド労働者党とPPSが連携するよう

に説得した。実際に1948年にはポー

ランド統一労働者党を設立した。ホ

ーホフェルトがスターリン主義に忠

誠を誓っていたのは、イデオロギー

的熱意の現れではなく、政界を計略

的に動く上での選択肢であった。し

かし、ホーホフェルトの希望に反し

て、新生党での政治活動は無益なも

のだった。ホーホフェルトは議員に

はなれたのだが、すぐに周縁に追い

やられた。しかし、スターリン主義

が1956年に終焉してからは学術研究

を通して政治システムの批判を続け

た。ホーホフェルトは、社会主義政

権下の疎外の仕組みを解明しようと

した。さらに、議会が民主的中央主

権制度の原則を補完する役割を考察

し『社会政治研究』という政治に特

化した唯一の社会主義学術誌を創刊

したのだ。

師匠との交流を通して、バウマン

は社会主義の現実の理解を深めてお

り、師匠の影響を少なからず受けて

いた。資本主義と社会主義が対立し

た冷戦時代に、バウマンはは迷うこ

となく社会主義側に立っていたのだ

が、彼の文章や態度には隠匿が見え

る。ホーホフェルトの道を辿り、バ

ウマンは２つの戦線で戦っていた。

バウマンは資本主義を、社会主義的

社会学者という立場から批判した。
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そして、社会主義の在り方には満足

していなかった。バウマンは、根強

く残る、古臭い資本主義的方策や性

質に収束することなく、社会主義の

欠陥を批判したのだ。

>社会主義者の社会主義批判

1968年の著書の中で、バウマンは

資本主義と社会主義の双方を産業社

会として描いた。つまり、資本主義

社会と社会主義社会は大量生産、労

働者階級の発展、大規模の資本家組

織という特徴がみられるのだ。すな

わち、資本主義社会に関する知識か

ら完全に切り離して、社会主義社会

を理解することはできないのだ。

この時期のバウマンの仕事には、

社会主義社会を分析する理論的枠組

みを作るために、ポーランド文化に

西洋社会学の科学的遺産を批判的に

同化しようとする尽力がみられる。

当然だが、所有権の在り方、ヒエラ

ルキーが確立される仕組み、近代化

の捉え方、という点に関して、社会

主義社会は資本主義とは異なる。資

本主義社会では、資本家が独占する

ことで生じるが、社会主義では中央

計画当局の指導のもとで行われる。

ところが、鉄のカーテンの両側にお

いて、権力の衰え、労働力の疎外、

個人と集団生活との関係性に希薄化

がみられた。そこで、バウマンの人

気の著書『日常生活の社会学』(1964

年に出版されたが『社会学の考え方—

日常生活の成り立ちを探る』の源と

なる著書)では、このような過程を批

判し、社会学とは、意思決定者やエ

リート層だけでなく一般大衆にも語

りかけるものでなければならない、

と論じた。

バウマンの辿る道の危うい側面は

すぐに表面化した。1965年『政党へ

の公開状』(クロンとモゼレフスキー

による実際の社会主義を見直すよう

にと批判した著書)の上梓に伴い、

抑圧された学生を守るために意思表

明をしたのだ。バウマンは単独内閣

政権の潜在的な脅威として嫌疑をか

けられた。三年後、学生デモ運動の

正当性を見出す最中、バウマンを大

学から追放することは、俗に言うと

ころの、悶着を起こす人、または、

シオニズムの影響に対抗する人を表

す重要な「勇気」のシンボルとなっ

た。多くのユダヤ系の人びとのよう

に、バウマンもポーランドから国外

退去を命じられ、亡命者の生活が始

まった。

>社会学者のユートピア的役割

バウマンがポーランドから追放

されることは、彼の長期に渡る沈黙

の始まりを意味した(ポーランドの

反ユダヤ系事件に直接関係する論評

の執筆、文化に係る一般書を執筆し

ていたので完全に沈黙していたわけ

ではない)。バウマンは処女作『社

会主義：活動的な理想郷』の中で、

新たな状況におけるクリティシズム

の体系を作り上げた。この著書によ

って、バウマンの次の研究課題と、

批判社会学者として視点が確立され

た。ただ、レシェク・コライコフス

クのようなポーランド知識人と違う

のは、バウマンは、反全体主義を支

持する社会主義を、ユートピア的な

保証だという考えは捨てなかった。

『社会主義：活動的な理想郷』の

中で、バウマンは現代の社会生活を

体系的にまとめる上で、文化の占め

る役割が大きくなっていることを指

摘した。また、社会秩序を構築する

上でも、解放されるための闘争にお

いても、個人は重要であることも指

摘した。この意識を形成するには、

まず全ての現象は生産プロセスによ

って決定づけられないことを認識す

ること、次に全ての支配や抑圧は不

平等な財産権から生じているのでは

ない（バウマンはユダヤ人大虐殺を

例に挙げている）ことを認識する必

要がある。同時に、現代消費社会

と、社会運動を担う個人だが、彼ら

の存在によって２つの重要な支配形

態が見えなくなってしまう。一つは

世界レベルにおける中心部と周縁部

との非対称性、もう一つは国内にお

ける富裕層と貧困層との非対称性で

ある。

バウマンの次の活動だが『社会

主義：活動的な理想郷』の中で語ら

れた研究課題の延長にあると考えら

れる。世界的に評価が高く、大勢に

読まれているモダニティとポストモ

ダニティの本の中で、バウマンはユ

ートピアを懐疑的に捉えている。予

想可能で透明な社会を形成できると

いう信念は、歴史的に、暴力の源と

なることが立証されている。この暴

力は、国家が純粋な社会のビジョン

に該当しない人びとに向けられてい

た。現代のポスト近代化社会では、

このような危険なビジョンは断念さ

れてきたが、現代文化の中心にある

ユートピア的な考えから生じる否定

的な側面を、我々は看過できない。

この信念には個人は自由に自らを作

り上げる普遍的能力があること、そ

して、この可能性は市場が提供する

さまざまな選択肢から選べると思わ

れている。『モダニティとアンビバ

レンス』の中で、バウマンはこのよ

うなユートピア的保証の魅力につい

て記している。また、バウマンはそ

のリスクについても論じている。例

えば、常に満たされない気持ち、真

正のアイデンティティを探そうとす

る熱狂的な活動、専門知識への依

存、他者を市場で提供されるモノに

変化する危険性についても言及して

いる。

消費者社会システムの有害な側

面だけでなく、バウマンは消費者社

会から排除される人びとについても

言及した。排除された人間は目に見

えないことが多い。なぜなら、制度

上の道具や、象徴的な道具によっ

て、消費者経験の視野から見えない

ように仕組まれているからだ。その

ような人びととは、貧困層、ホーム

レス、移民、難民である。バウマン

は彼らを荒れ果てた生命と言ってい

る。批判の役割とは、このような人

びとが社会で目に見えるような形に

することであり、排除された人びと

に援助、保護、敬意が必要であるこ

とを、我々に気づかせることだ。我

々が排除された人びとと結束するに

は、物資供給や政治利益（排除者と

の連携によるもの）が基軸にはなら

ない。むしろ、倫理的なものを基軸

とすべきだ。つまり、あらゆるコミ

ュニティ経験を推進力の土台とすべ

きなのだ。

自らの仕事をユートピア的推進

力の提供者と明確に位置づけ、バウ

マンは東欧の知識人とは反対の立場

を貫いてきた。東欧の知識人は、自

らの役割を社会の目撃者、指導者と

捉えてきた。変化を必然とする社会

の歩みを保持するという立場だ。社

会学者は社会生活のダイナミズムを

理解すべきである一方、社会の周縁

にいる人びとや人間的な生活を剥奪

された人びとの味方にもなるべきだ

と、バウマンは自らの身をもって示

したのだ。

(翻訳:山元里美)

マチェイ・グドゥラ 
ワルシャワ大学(ポーランド)
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>ジグムント・
 バウマンを偲ぶ 

ジグムント・バウマンとピーター・ベイ

ハルツ。写真:サイアン・スプスキー

>>

天
皇が死去する時、たいてい悼んだり、

たまに満悦したりもする。これは空位

期間なのか。そもそもジグムント・バ

ウマンは天皇だったのか。いや、そう

思わない。彼は晩年に有名になった。彼は乗り気のな

い有名人であり、10秒掴みがとても下手な人でもあっ

た。彼が言うように、理解することは容易いなもので

はない。彼の乱雑な著名人だった。彼は内部者であ

り、外部者でもあったのだ。

バウマンの英語の初版本はイギリスの労働運動に

ついてであり、1972年に出版された。ところが、エド

ワード・トムソンによって、学術界におけるバウマン

の存在と努力は周縁に追いやられたのだ。バウマンは

長年にわたり、学問の世界では隠れた存在であり、中

心部から外された人であった。所謂「でっち上げ」社

会学を理由に、バウマンは自分の同僚からも無視され

た。また、自己盗用をしたとして非難された。適正性

が認められるデータを使用せず、メタファーを用いて

分析していたからだ。また、彼の共産主義者としての

過去も問われた。確かに彼にも非はあった。しかし、

エピゴーネンらは、バウマンが表舞台から消えるのを

望んでいたのだ。

ところが、世界中の人びとに、バウマンの著書は

読まれており、大勢がバウマンの講演を聴きに来てい
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る。個人的に会ったにせよ、著書を通して交流があっ

たにせよ、多くの人びとに強い影響力があったのは確

かだ。もしかしたら、これが嫉妬の原因なのかもしれ

ない。バウマンは、脚注的な扱われる存在から、問題

の核心部分へと突き進む存在へとなった。自分の仕事

を、連続ものとして読む同僚に向けに執筆するのを止

めた。そして、投資家や通勤客など、日常生活を営む

人びとを対象に執筆し始めたのだ。彼の業績は人生の

データであり、20世紀の経験、そしてその後継者の記

録であった。彼は世界のあらゆる問題を自分達のもの

として取り組むように促した。知識人の仕事とは、問

題を抱える人たちに答えを導くのではなく、問題を提

議することだと述べた。この問題の中には、貧困をど

う解決するか、強制移住、苦難、愛、喪失、忠誠心な

どがあった。

ある話をしてみよう。もしバウマンが語り手では

なかっとしても、話好きな人だったのは確かだ。25年

間、私は毎年リーズ大学のバウマンを訪問した。彼に

最後に会ったのは2015年、彼の90歳の誕生日の時だ。

かつて私は南アフリカのステレンボッシュで働いてい

た。そこにバウマンが突如現れた。それも南アフリカ

で、年老いたモグラのように。私達がケープタウンへ

出かける前、マンチェスターまで飛行し、それからペ

ナイン山脈を越えリーズへと電車で移動した。(私は

彼の最後の誕生日を逃してしまった。というのも私達

は、バウマン夫妻（ジグムントとヤニーナ）について

講話するために成都に招待されていたからだ。中国人

もまた、バウマンに対しての関心が非常に高かった。) 

中国を去る前に、私はバウマンのために、『国際哲

学評論』に投稿する論文を執筆していた。彼の仕事の

魅力の１つといえば、30年経った今も、私は彼の関心

を枯渇させていないことだ。私がステレンボッシュ大

学の図書館から『立法者と解釈者 – モダニティ・ポス

トモダニティ・知識人』 (1987)を１冊借りてきた時、

どのページにも注解がたくさんつけられていることに

喜びを覚えた。次に再び読んだ著書は『リキッド・モ

ダニテイ – 液状化する社会』(2000)だった。 三章は

「時間/空間」である。これはバウマンが南アフリカ(

正確にはサマセット・ウェスト、私が居住し働いてい

た場所)のページから始まっていた。その題材？ゲー

トで囲まれた住居である。今では、南アフリカの芸術

として高尚なものとなった。彼が手がけた研究課題、

「遺産公園」という面白い題名だが、無完成のまま遺

っている。丈夫なコンクリートと網の境界線の向かい

側、ルワンドルからのN2高速道路に位置しており、顕

著な誇りと偉業を積んだ黒人専用の非白人用居住指定

地区だ。さあ、主人と奴隷、観光客と放浪者。リーズ

から南アフリカまでに、バウマンの視野は広い。

彼は眉を寄せていたずらに尋ねた(常にいたずらしてい

た)。私は本を図書館から盗んでしまったのか。いい

や、借りたんだ。そして私達が一緒に詳しく調べて行

った。最後に、私はローンズウッド庭園まで、彼と共

にした。サマセット・ウェストからの長旅ではあるけ

れども、違うかもしれない。近代性はその影と共に巡

るのだ。

バウマンの通訳者を務められたのは、私にとって名

誉なことだ。バウマンが言っていたのだが、私の仕事

は混沌とした彼の業績に秩序を見つけることだった。

彼は執筆を止められなかった。その証拠に、英語で58

冊ほど出版していた。時代の象徴的事柄に素早く取り

組めるという豊かな遺産だ。その中は、彼が「不安定

な現代」と特徴付ける日常生活の問題もあった。

なので、これが私の新人への助言となるだろう。ど

のような題材や筋道でも、バウマンの文書から取り出

し、何を解明しているのかを考えてみることだ。もし

かすれば、ジンメルのように、彼は社会学的印象派、

人生の断片の分析者だったのかもしれない。しかし彼

は常にマルクスを追いかけていた。そのため、彼の関

心は文化やその関係性と言えよう。その関係性とは、

生産と分配の非対称性についてである。それからグラ

ムシのように、私達がより良くできることを信じてお

り、一度も諦めなかった。

それも終わり、彼の業績をどのように特徴づけら

れるのか。バウマンとの交流を通して、彼の業績を特

徴を考えてみた。例えば、過剰近代の批判、過剰人口

の社会学、ナチスドイツやゴミの社会学を含めたオル

タネティブ・モダニティ理論である。もう少し月並み

に言えば、幻想なしの近代批判、東欧の批判理論（東

はあまり関係ない）、ウェーバー派マルクス主義、と

も言えるだろう。分類学の理性批判を含め、さらに多

くの研究課題がある。また最近では、彼の業績は時代

の分析として表されている。それは、時代の象徴の批

判、希望の精神から生じる一連の警告についての批判

だ。

彼は模範となってしまったのか。勿論だ。しかし、

彼は指導者ではなかった。彼の前例から、我々が一人

一人歩む道を選択すべきだということが明らかになっ

た。それが批判的社会学の希望を生き続けさせるため

の唯一の方法だ。

(翻訳: 窪田愛菜 )

ピーター・ベイハルツ, カーティン大学(オーストラリア)



 23

カナダ社会学

GD  第 7 巻/ 第2号 / 2017年6月

>非社会学時代 
  の社会学

過
去数十年において、世界は排外主義の

高まり、外国人恐怖症、イギリスのEU

離脱、ドナルド・トランプの大統領

当選を目の当たりにしている。世界で

は、事実よりも感情が政治に影響を与え、大きな政治

問題に関して個人が非難され、ポスト真実(事実より

も感情が優先されて世論が形成される政治文化)、フ

ェイク・ニュースがある。社会的な問題のあまりにも

単純で根本的で、個人主義的な見解が多く、社会学者

が生活し、研究する文化的な環境にも影響を与えてい

る。

世界の指導者は社会学的アプローチ法を、さらに看

過している。例えば、フランスの大統領マニュエル・

ヴァルスは社会学とは「弁解の文化」だと言った。一

方、カナダの前大統領のスティーヴン・ハーパーはテ

ロの脅威や先住民女性に対する暴力の根底について質

問された時に、今は「社会学する」時ではないと好ん

で発言していた。社会学が、世界の広がりと同調しな

いかのように見える。

指導者や政策立案者の多くは、そして、学問の世界

とは関係のない人たちは、社会学が役に立つことを見

落としている。暴力の社会的要因と原因、難民を作り

出す悪環境の緩和、貧困、格差などを考えることは、

幼稚、または暴力や過激主義に繋がると非難されてき

た。このような感情は、ラテンアメリカ諸国とアジア

諸国で社会学部の閉鎖を引き起こした。また、それは

>>

ハワード・ラモス, カナダ社会学会会長, ダルハウジー大学 
リマ・ウィレックス,  カナダ社会学会次期会長, ブリティッシュ・コロンビア大学 
ニール・マックローリン, マックマスター大学(カナダ)

写真:エリアン・ハネマイヤー
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社会学が経済や心理学という他の社会科学分野の２番

手になっていることを意味している。

社会学がこれから重要な役割を果たすと我々は考え

ている。世界において、早急な取り組みが必要とされ

る問題は、社会学的な理由と分析を通して、幅広い構

想的分析と歴史的原動力を必要としている。

しかし、これを効果的に行うには、社会学が時代に

合わせて変化する必要がある。社会学者はより多様に

なるべきだ。社会学に携わる人間だけでなく、社会学

理論、社会学的な考え方、社会学の実践方法なども多

様にすべきだ。社会学以外の人間は、社会学を道徳的

だと思っている。つまり、社会問題に既存の解決方法

を提示して、政治的左派に気に入られているだけだと

思っているのだ。

我々は、ほかの学術分野の見解から多くを学べる。

我々は保守的な考えを取り入れ、ノン・パラメトリ

ック・モデリング、機械学習モデリング、適応シス

テム・モデリング、新ビジュアル分析、解釈学的質的

分析など、実験や最新の方法論なども取り入れるべき

だ。そうすることで新たな聴衆に社会学を広められる

だろう。

社会学者もまた、自分たちの結論に反対する人びと

を含めて、一般大衆を引き付ける必要がある。社会学

者はわからない専門用語を用いることが多く、「社会

的に構築された」という社会学主義であることを非難

されがちだ。全てが「社会的に構築」されていれば反

論のしようがない。「エリート」というラベルを貼ら

れないように、我々は自分たちの知識を日常で使われ

る言葉に言い換えて、学問の世界以外の人びとも惹き

つけなければならない。

社会学的介入の機会を認識することと、すぐに行動

に移すこともまた重要である。社会学者は社会ごとに

何が変化したかを評価すべきである。その時に表出し

た社会問題に焦点を当て、学問の世界では既知だと思

われていても、それに囚われてはいけない。社会学理

論のほとんどは、産業革命、それ以降のベビーブーム

の経験をベースに作られているからだ。

我々は世界中の社会問題に向き合う必要がある。例

えば、階級不平等、先住民との和解、非植民地化、社

会学が長年にわたり看過してきた研究課題(気候変動

への適応、人工知能やロボット工学の台頭、性別やイ

ンターセクシュアリティの規範・期待の変化、世界中

の独裁政治の出現)に取り組むべきだ。

今季号の『グローバル・ダイアログ』では、ダニエ

ル・ベランド、フユキ・クラサワ、パトリシア・ラン

ドルト、シェリル・ティーラクシン、カレン・フォス

ターというカナダの社会学者が、社会学が公共政策や

知識の動員にどのようにして貢献しているかを論じて

いる。また、社会学が市民権や環境にある不公平を理

解する上での見識を提示できることを指摘している。

非社会学的な時代でさえも、社会学者は道を導かねば

ならないし、実際に導くことができる。

我々の知識の限界を謙虚に受け取り、我々と意見の

合わない人びとをリスペクトし、自らが導いた結論に

驚くような開放感があることで、社会学者は現代を切

り抜けるのに必要な社会的能力を高め支援ができる。

そして、その過程において、社会学者は世界で早急な

取り組みが求められる社会問題に、一貫した解決策の

発案できるだろう。

(翻訳: 樋口茜）

ご意見・感想・質問等は 
Howard Ramos <howard.ramos@dal.ca>
Rima Wilkes <wilkesr@mail.ubc.ca>
Neil Mclaughlin <ngmclaughlin@gmail.com>までお寄せ下さい。

mailto:howard.ramos%40dal.ca?subject=
mailto:wilkesr%40mail.ubc.ca?subject=
mailto:ngmclaughlin%40gmail.com?subject=
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>公共政策で　   
  社会学する 

ほ
とんどの国々の政策の世界では、社会

学は経済学よりも軽んじられている。

カナダ元首相スティーヴン・ハーパー

が「社会学する」という呼びかけに拒

否した。これが社会学の地位の低さを表している。私

はカナダの政策大学で働いている。経済学者と毎日交

流があり、自分の仕事の中にも経済学者の仕事をよく

引用する。政策の世界で最も評価されているのは経済

学だ。そして、とても驚くのは、経済学が洗練された

理論とメソッドを用いて具体的な政策問題に提言を出

せるところである。

確かに、政策提言が出せるのがメインストリームの

経済学の強みである。しかし、盲点もある。特に、社

会学者や経済学以外の社会科学の専門家が、長年にわ

たり重要だと考えてきた課題（政策課題が学際的にな

っている理由だが）を排除する傾向があることだ。

>>

ダニエル・ベランド,  ジョンソン・ショーヤマ公共政策大学院(カナダ) 
ISA RC19 貧困、社会福祉制度、社会制度 会長

トマス・ピケティ,反乱的な格差経済学

者。経済学者は社会学者の十八番を奪っ

たのか？ 

もしも、社会学者が国際政策の世界に入り、自分の研

究成果を政策に反映させて学問の世界以外でも社会学

が有用であることをアピールしたいのならば、経済学

の研究を引用するのが必要不可欠である。社会学の研

究成果が政策に与えるインパクトや波及効果を示し、

政策立案者を説得する方法を考えないといけない。

実は、この仕事は重要である。なぜなら、かつては

社会学者が独占していた分野に経済学者が足を踏み入

れてきたからだ。重大な例外もあるが（カナダでは、

社会政策のジョン・マイルズ、移民政策のジェラル

ド・ブッチャードとヴィクター・サツヴィッチを思い

出すだろう）一般的に社会学の研究成果は、政策助言

を行う上で、論理的で重要な情報の出所とは考えられ

ていない。階級、収入、ジェンダー、エスニシティ、

格差など、長年にわたり社会学で研究されてきた分野

でさえでも、社会学の研究成果は重要視されていない

のだ。最近まで、メインストリームの経済学(つまり
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反マルクス派)は格差問題について目を向けてこなか

った。なぜなら、新古典派モデルに当てはまらなかっ

たからだ。しかし、経済学者は格差問題に取り組み始

め、格差を是正する明確な政策提言をするようになっ

た。トマス・ピケティの著書『21世紀の資本』(2013)

は世界中からの注目が集まった。その理由は、著名な

経済学者が書いた著書であることと、経済学が政策の

世界で優位にあるからだ。格差拡大について報告して

きた社会学者の仕事よりも、ピケティの仕事は注目を

浴びた。

以上のことから、または、恐らくこの事から、社

会学者は政策支持者や政策決定者に積極的に近づいて

いかないといけない。社会学者は経済学者よりも批判

的で、歴史に則った視点で格差問題に取り組んでいる

ので、社会学者の声が政策での論争に反映されるのが

重要だ。一方、経済学者は具体的な政策分野に特化し

た形で非対称的な権力関係や歴史的経緯を議論してい

る。さらに、格差問題と、それ以外の社会問題につい

てだが、もし社会学者が世界を変化させるプロセスに

参加したいのであれば、社会学という学問の世界の中

で応用政策研究の価値を認めなければならない。

具体的な政策提案を手にして立案者にアプローチ

すれば、現代世界の諸問題を解決する上で社会学が有

用であるのを理解してもらえるだろう。また、今日の

問題を具体的に解決するためにも、社会学者は自分の

立ち位置を崩すことなく、経済学者と協力すべきであ

る。つまり、格差問題に取り組む社会学者は、政策の

実情 (実際に施行されている取り組み。例えば、カナ

ダの高齢者向けの保障所得促進制度や連邦政府の均質

化システム)をよく理解する必要がある。また、財政

問題や施行した際に生じる問題もよく考える必要があ

る。この点は、経済学者と政策決定者が注意を払うか

らだ。

社会学者が独占してきた研究分野の中で、経済学

者が取り組み始めているものに規範とアイデンティテ

ィの形成が挙げられる。経済学における社会格差の論

争では、ピケティが新顔かもしれないが、ノーベル経

済学賞受賞者のジョージ・アカロフと、彼の同僚のレ

イチェル・クラントンは『アイデンティティ経済学』

(2010)という分野の著名な研究者だ。アイデンティテ

ィ経済学とは、文化規範(ジェンダー関係、子供や高

齢者の対応などの問題)が人間の行動とどのように結

びついているかを研究する分野であり、社会学に深く

係る研究課題である。

学問の世界以外では、ピケティの仕事ほどアイデン

ティティ経済学を知っている人は多くないが、このテ

ーマの出現は素晴らしいことだ。なぜなら、経済学の

世界では、長年にわたり、規範やアイデンティティ研

究は、格差問題よりも看過されてきたからだ。学際研

究という立場からすれば、一部の経済学者が規範やア

イデンティティの重要性にやっと気が付いてくれたの

は良い知らせだ。なぜなら、学際的ダイアローグを豊

かにさせられるからだ。アカロフとクラントンの仕事

から、社会学者はアカデミックな仕事に具体性を持た

せることで、さまざまな政策問題の解決策を見出せる

のを学べる。例えば、子供が大人との関係をどのよう

に考えるかを理解できれば、教育達成に関する政策や

効果的な禁煙政策を立案するのに役立つだろう。社会

学者も似たような施策を過去に打ち出したかもしれな

いが、アイデンティティ経済学は社会規範とアイデン

ティティは社会政策における主要な課題であることを

認識させてくれている。これによって、政策立案の分

野で仕事をしている社会学者は勇気付けられ、経験的

分析に基づく新たな解決策を提案できるだろう。

今までの例から、メインストリームの経済学者た

ちが、長年にわたり社会学者が研究してきた課題に注

目し始めたことが分かった。このような学際的な共同

研究の機会が生じることは、社会を変化させようと、

経済学者と似たような分野を研究する社会学者にとっ

ての試練を意味する。経済学者と同じ分野を専攻する

社会学者、他のサブフィールドの研究者らが、積極的

に政策助言を学問の世界以外で推進するには、勝負で

きる土台を作らなければいけない。紙媒体や電子媒体

を利用し、一般市民、支持者、施策決定者に訴えかけ

なければならない。そうすることで「社会学する」こ

とが政策を立案する議論の中で絶対不可欠なものとな

る。政治家が社会学者を侮り、無礼にもはねつけたり

することもなくなるだろう。

(翻訳: 山元里美)

ご意見・感想・質問等は Daniel Béland <daniel.beland@usask.ca>までお寄せ下

さい。

mailto:daniel.beland%40usask.ca?subject=
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>カナダにおける 
 不安定な市民権

公
開討論の中で、社会学は重要な意見

という位置付けが未だにある。なぜな

ら、緊急を要する社会課題の一般的な

見解に疑問を投げかけるからだ。例え

ば、移住と移入について考えてみよう。カナダや他の

定住国では、移民とは永久的な移住を意味し、その国

家の人口を増加させる現象だと考えられている。しか

し、移住の社会学の研究報告によると、一時的な移住

が増加しており、移住を促進させる政策によって、非

市民権という不安定な法的身分を増幅させている。社

会学的に考えることで、現在の移民システムと社会格

差への影響に係る一般的見解を、全く異なる形で認識

できるのだ。

世界的に、法的身分と市民権が、幸福度とモビリテ

ィの度合いを決定付ける重要な要因である。しかし、

それらによって格差も生じる。最近では、グローバル

移住の増幅に対して、国家が非市民を対象にした新た

な法的分類法を制定し、非市民権を認可するプロセス

を制度化した。これによって、移住者は何年にもわた

り不安定な法的身分に強いられ、不法移民にならざる

を得なくなった。

市民権への道やアクセス方法は非常に制限されてい

るが、移住者を拘留し国外退去させる超法規的システ

ムは拡大している。世界的にみられるこの変化は国ご

とに異なるが、カナダでは、一時的移入と永久的移入

との関係性の変化によって、不安定な非市民権という

法的身分の人びとが増加しており、この事は、移民、

労働市場、仕事の経験を通して語られている。

不安定な非市民権とは、一時的・限定的な法的身分

と、そのような法的身分に伴う様々な経験を指す。不

安定な法的身分とは、ある国に限定的にしか滞在でき

ない人びとのことであり、国家権利を限定的にしか享

受できないことを指す。さらに重要なのは、不安定な

非市民は国外退去の対象になることである。国家は非

市民を拘留し、国土の外へ追放できるのだ。

不安定な非市民は、存在権、就労権、国家の資源に

アクセスする権利が法律で制限された場所で、生活、

仕事、勉強、子育てをしている。カナダの不安定な法

的身分の人びとには、外国人労働者、留学生、難民申

請者、特定査証滞在者、不法滞在者などがいる。2010

年には、カナダに在住・就労している不安定な非市民

は120万から170万人であった。ちなみに、カナダの人

口は3400万人である。

カナダでは長年にわたり、長期的な人口増加のた

めに移民を必要とする考えと、短期的な労働力供給と

して移民を必要とする考えとが対立してきた。歴史的

には、長期的展望と短期的展望との軋轢は２つの移民

システムを用いることで解消してきた。一つは短期移

民向けのものである。就労場所、家族同伴条件、滞在

期間に厳しい制限が設けられている。例えば、1880年

代に鉄道建設現場で働いていた中国人男性、1950年代

に家政婦として働いていたカリビア人女性、1970年代

に農場で季節労働者として働いていたメキシコ人男性

などだ。もう一つには、学歴、公用語の運用能力、カ

ナダに在住する縁戚の有無などに基づく連邦政ポイン

ト制度で選ばれて定住が許された移民たち向けのシス

テムだ。1990年代には、この２つの移民システムは組

織的にも言説的にも区別されていた。一つ目の移民シ

ステムで非市民が流入した。外国人労働者をカナダ社

会で目にすることは少なかった。建国の理念を明確に

した上で移民を流入させるのが２つ目の移民システム

だ。国全体で讃えるカナダの移民モデルは、連邦ポイ

ント制度で入国した移民たちの方である。

2000年代に、連邦移民政策は既存の２つの移民シス

テムに絶縁状を突きつけた。第一に、独立技能移民の

規定が従来よりも厳しくなった。従来の規定で求めら

れていた資産、学歴に、より高いものが求められ、公

用語の運用能力については、明らかな指標となるもの

が求められた。次に、難民、亡命者、家族移民の入国

基準が狭められた。第三に、外国人労働者の技能資格

が高度技能者と低度技能者の双方の入国が認められる

ように緩和された。最後に、選ばれた短期移民だけに

永住許可を与えるシステムが確立された。非市民が短

期的から長期的移民へと移行できるかは雇用主しだい
>>

パトリシア・ランドルト, トロント大学(カナダ), ISA RC31 移民の社会学会員

カナダ社会学
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であり、彼らが主要な仲介者となった。簡単にまとめ

ると、永住者を認める移民制度は狭められ、短期的移

民を受け入れる制度を広げ、特定の短期移民だけに永

住権を認める移民システムが創設されたのだ。その結

果、カナダへの短期移民の数が永住者の数を凌いでい

る。

短期移民と長期移民との新たな関係性は、カナダで

の仕事や労働市場に影響を及ぼす。なぜなら、非市民

労働者は経済領域において明らかに必要な人びとだか

らだ。1990年代まで、短期移民労働者は季節的な農産

物セクター、都市部、高度技能セクター、家事代行・

介護サービス業などで働いていた。しかし、この傾向

は変わってしまった。2011年には、カナダの州、準

州、小都市、大都市、田舎などのあらゆる場所で外国

人労働者が見られるようになった。同時に、外国人労

働者がさまざまな職種に就くようになり、外国人が就

く職種の地位が下がる傾向がみられた。2005年、外国

人労働者の職種のトップ５はクリエイティブ産業の高

度技能職として分類されているものだ。2008年になる

と、トップ５は食品サービス産業や建設業の低賃金の

職種であった。

不安定な非市民と、国家と雇用主に対して特定の権

利のある市民労働者は同じ職場で働いている。これは

カナダのあらゆる場所で見られる状況だ。ところが、

異なる法的身分の人びとが働いている職場環境の詳細

は明らかになっていない。確かに、国外退去される可

能性のある非市民労働者が働くことで、労働者全体に

何らかの影響が及ぼされるだろう。他国のデータによ

ると、労働条件や職場環境が悪化する傾向がみられる

ようだ。

不安定な非市民権は、労働者、雇用主、国家との

間のパワーバランス、市民労働者と非市民労働者との

間のパワーバランスをも変えてしまう。特に、国外退

去される可能性があると、非市民労働者が労働市場で

自らの権利を主張するのを妨げてしまう。もちろん、

市民と国外退去されるかもしれない非市民との違い

は、100年前の状況と今日の状況とでは大差ない。カ

ナダにおいて、当時と現在の違いが、不安定な非市民

権、影響を受ける人びとの増加、２つの移民システム

の変更、カナダ社会とカナダ経済に不安定な非市民が

どの程度浸透されているかに関係している。

(翻訳:山元里美)

ご意見・感想・質問等はPatricia Landolt <landolt@utsc.utoronto.ca>までお寄せ

下さい。

カナダ社会学

“不安定市民は 

 カナダ社会とカナダ経済に

織り交ぜられている”
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>環境公正で
 社会学する 

>>

カナダのニューブランズウィックでシェ

ールガス開発を反対するデモ隊たち。

世
界中の都市部で人種主義や排外主義が

台頭する中、トロントはあまり影響を

受けていないようだ。トロントも多文

化都市の一つであると考えれば、この

点は不思議である。他の都市部と同様に、トロントに

も都市として良い側面と悪い側面がみられる。

昨年は世界中で抗議運動が起こっており、トロント

も例外ではなかった。2016年アメリカ大統領選挙への

反発、ミシガン州フリント市水道危機の被害者による

抗議運動、ノースダコタ州スタンディングロック保留

地に石油パイプライン建設することに反対する先住民

による抗議運動、ポスト人種主義という新たな万能薬

に挑むブラックス・ライブス・マター（黒人の命は重

要）という運動などだ。これらの運動はソーシャルメ

ディアや路上デモに誘導されたミレニアル世代による

抗議運動だ。

シェリル・ティーラクシン,  ライアソン大学(カナダ)

トロントでも似たような緊張感とデモ行動がみられ

た。トロントの人口の大半は外国人である。外国人の

ほとんどは人種によって区別されている。多文化主義

で知られる都市で、人種主義事件が起こったことは大

変ショッキングである。トロントでブラック・ライブ

ス・マター運動が起こると、公安当局の暴行に異議を

唱えるゲイ・プライド・パレードは延期され、都市部

に在住するタミール難民は高速道路を封鎖した。この

ことから、人種主義の対象とされる人たちが、社会的

にも空間的にも都市郊外から分離されていることが再

認識できた。

この出来事を、異なる形式のアクティビズムや介入

を求める政治的・経済的緊張感とは別ものとは捉えら

れず、政策改革をする上で、アクティビズム、行動、

問題の関係性を探ることが、社会学者にとって重要

である。この論考の中で、これを社会学で実行するに

は、環境公正が適切であることを論じる。
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環境公正とは、社会公正を環境問題と連携させようと

する理論的枠組みと社会運動の双方を指す。保全と

いう概念にみられる伝統的で排他的な観念に、環境主

義を取り入れて幅を持たせることで、健康、住宅、都

市計画、公安など、さまざまな社会問題と環境問題と

を、環境公正でもって統合することができる。

アクティビズムのアプローチ法の一つなのだが、

社会政策や環境政策を積極的に支援するために、環境

公正は市民権運動(封鎖、陳情、メディア報道)という

抗議運動の戦略に感化された形で進めている。ロバー

ト・ブラードの萌芽研究の影響を受け、環境公正はコ

ミュニティ志向の社会学（社会、政治、経済、環境な

ど相互関係的な問題に応えようとする社会学）の模範

となった。

当初、環境正義は周縁部の人種的に差別され、低所

得の先住民が体験している不公正に空間分配された環

境リスク問題に焦点を当てていた。カナダでは、植民

地支配の遺産とも言える劣悪なインフラにある名称を

つけること、先住民コミュニテイの生活に影響する土

地や資源の使い道を、先住民の意向を聞かないことな

どが関係している。このように、土地の権利、健康や

環境システムの脅威への懸念が、社会公正問題につな

がっていったのだ。カナダのアルバータ州のオイルサ

ンド拡張事業を反対する先住民と、スタンディングロ

ックのダコタ・アクセス・パイプライン事業への反対

運動との間には、明らかな連携が見られるようになっ

た。

トロントを含む都市部の環境公正は現状を問題視

する枠組みを作り出し、都市開発が不平等に進展する

ことへの解決策を提供した。この傾向は、人種で区別

された低所得コミュニティで負の投資を組織的に実施

することと関係がある。その結果、緑の区域は削減さ

れ、健康的な食事の選択肢も少なくなり、手頃な家賃

で住める住居もなく、交通手段も悪く、治安も悪く、

社会的スティグマが押される傾向が強まる。

他国と同様、カナダの環境社会学者は、周縁部に追

いやられたカナダ人のニーズを、環境非政府組織、マ

スコミ、政策がどのように応えて考案していくかを検

証している。「誰が何の方法で何を得るか」という問

いかけを、環境社会学者がすることで、環境不公正が

明るみにでる。

資源や権力アクセスの不公正は、現代のアクティ

ビズムの趨勢を横切るかもしれないが、これらを繋ぎ

合わせることもできる。トロントでは、また世界的に

も、白人の特権は経済、社会、環境における利益に

直結してきた。長年にわたる意思決定パターンによっ

て、既存の権力構造が増援され、現状を維持させてき

た。そうすれば、環境の良い地域はさらに環境が良く

なり、環境の悪い地域が衰退するからだ。

最近のトロントでは、環境公正という言葉は、アル

バータ州のタールサンド（汚れた石油）拡張事業を反

対するスローガンに使われるようになり、また、グロ

ーバル化によって拡大した不公正に反対するスローガ

ンにも使用されるようになった。多国籍企業は労賃の

安価で環境規制の緩い発展途上国に工場を移設するの

で、グローバル化によって貧困層と人種差別を受ける

人びと（職場、家庭、コミュニティで環境不公正に無

防備に晒される人びと）との間に、現地レベルと世界

レベルで、関係性が生まれるのだ。

環境公正を仕事とする社会学者にとって、また世

界的にも、気候変動は一番の関心事項だ。カナダが石

油を経済の原動力にしていることで、気候問題をより

複雑化させている。石油から利益を得る人びとは、パ

イプライン拡張事業から起こりうる気候変動問題や懸

念事項をあまり考えてい。または、どうにかなるだろ

うと思っている。反対に、発展途上国では二酸化炭素

排出による環境の変化は、先進諸国よりも身近な問題

だ。発展途上国は自然災害による被害を受けやすく、

インフラも整っていない。また、途上国の人びとは沿

岸部に住んでおり、生計を漁業と農業に頼っている。

このように、カナダ国内におけるエネルギー利用のあ

り方を、また、カナダの利用法が世界に及ぼす影響を

念頭に置きながら物事を決定しなければならない。

以上のことから、危機と抗議運動の時代に、環境公

正が「社会学する」上で重要な要素を３つ挙げること

ができる。

まず、社会学者は学際的アプローチに対してオープ

ンでなければならない。環境公正は、質的、計量的、

空間的、法的な調査方法を利用し、また、地理学、法

律学、都市計画学、公共衛生学、社会学の理論を使っ

て分析する。環境公正の研究の中には、環境リスク、

人種主義、社会から無視され、抑圧に苦しめられてき

た人びとが初めて語ったナラティブや経験に焦点を当

てた報告もある。このようなナラティブは変化の過程

を研究する上で重要な起点となる。

第二に社会学者は、政府や民間セクターのステイク

ホルダーによる社会政策や環境政策の改革を支持しな

ければならない。社会問題、環境問題に対する我々の

理解は進化し続けている。そして、最も影響を受けや

すい社会的弱者を、天候変動から生じる健康リスク、

経済リスク、環境リスクから守るために、(社会学者

の)天候正義への介入が世界・地域レベルで求められ

ている。

最後に、政策を施行するだけでなく、社会学者は新

政策を周縁部のコミュニテイの視点から評価し、監査

する必要がある。これには交差的なアプローチ法を使

うのが最適だろう。環境公正という視点を用いること

で、社会学者は政策と、さらに世界を社会公正への道

に導くのを強化できるだろう。

(翻訳:山元里美)

ご意見・感想・質問等は Cheryl Teelucksingh <teeluck@arts.ryerson.ca>までお寄

せ下さい。 

カナダ社会学

mailto:teeluck%40arts.ryerson.ca?subject=
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>社会学の時代

多
く の 人 に と っ て

2016年は我々の知

っている世界の終

わりを意味した。

ブレキジット投票に代表されるポ

ピュリストの氾濫、トランプの大

統領選勝利、フィリピンのドゥテ

ルテの横暴、権威主義政府や政党

の再興。これらによって、新自由

主義的・民主主義的資本主義体制

が揺るがされたのだ。このような

政治情勢と並んで、「フェイクニ

ュース」の蔓延、世界中でみられ

る「政治的公正」への反動、新「

ポスト真実」(事実ではなく感情で

世論が形成される政治文化）の時

代が彷彿させられた。

事実は、意見や感情ほど重要で

はないように思われる。「他者」

への哀れみはほとんど目にするこ

とはなく、今まででは考えられな

いほどの、人間による残忍行為が

繰り返される危険性がみられる。

このような政治情勢の中、社会学

は嘲りの対象となったが、社会学

的想像力を駆使すれば、我々が次

に何をすべきかのヒント、希望、

隠れたニュアンスなどを汲み取る

ことができるかもしれない。

歴史の中の破壊に気づいても、

連続性を見出すのは難しいかもし

れない。社会学とその類似分野と

の間には中断、終焉、始まりなど

があった。これは仕事の終焉、歴

史の終焉、社会学の終焉より以前

から存在したのだ！この主張は、

注意深く時代を追うことで緩和さ

れてしまった。断裂がありつつ

2017年2月に、カナダのノバスコシア州ハ

リファックスの家で見られた光景。 

写真:カレン・フォスター

>>

カレン・フォスター, ダウハウジー大学(カナダ)

他時代と同じようで、同じではない

も、常に連続性は保たれていたの

だ。フーコーの主張は正しかっ

た。つまり、あらゆるモーメント

は「他の時のように、むしろ、他

の時とは変わらない時なのだ」。

我々、社会学者の仕事は、特に

歴史社会学を専攻する者は、現在

と過去との間の痕跡を辿り、繋が

りを探し出すことである。そうす

ることで、因果関係の間にある変

数に惑わされることなく、隠れた

原因を見逃さずにすむからだ。自

由民主主義的な社会の崩壊を、我

々は嘆き悲しまないといけないか

もしれないが、崩壊の原因は自由

民主主義そのものにあるのだ。以

前の状態へと再建するのが答えで

はない。
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社会学と社会との間にみられる

明らかな変換、つまり統治国家、

市民組織、大学などだが、この変

化は歴史を鑑みて批判的に評価し

なければならない。社会学の実践

者と社会学的な考え方は、権力者

との間に揺らぎがちな関係しか築

けていなかった。エリート層側に

完全に「つく」こともなければ、

エリート層側から完全に「外され

る」こともなかったのだ。

例えば、第一次世界大戦後のヨ

ーロッパの国境の線引きを「文字

通り」改めるようにと、アメリカ

政府関係者から指示された人達の

一部には社会学者もいたのだ。し

かし、W.I.トーマスを含む数名の

社会学者は解任されてしまった。

そして、連合国軍の国際性のビジ

ョンと反する国際性、国民アイデ

ンティティ、社会秩序という、彼

らの考えは公の場で侮辱されたの

だ。

重要なのは、戦後の政策立案

者から拒絶されたトマスを含む数

名の社会学者は、政府の議案に社

会学の見解を入れようと進言する

ことはなかったことだ。自分たち

の研究結果から得た真実を曲げて

まで政府の見解に迎合しようとは

しなかった。しかし、社会の周縁

にいる貧困者、移民には施設を創

設することで直接的な援助を施し

た。

社会学が、政府や社会運動と関

わることで凄まじいことが起こっ

た。優生学運動が非常に衝撃的な

例として、我々の記憶に残ってい

る。相対的な良好な関係にさえ人

間の苦悩がみられる。社会学の中

心が20世紀半ばの人間関係学であ

るように、この場合、仕事の産業

組織化が社会と人間に与える影響

に警鐘を鳴らすことなどが考えら

れる。

権威主義やファシズムが現代

に蘇るのを恐れるのならば、この

ような歴史上の事例を精査する必

要がある。我々が懸念するのは実

用としての社会学である。最悪の

場合、社会学を職業として再検討

し、高度化し、倫理規程を強化す

ることで、我々の技能と知識が不

公正な事柄に利用されることだ。

このような結果にならないように

しなければならない。社会学者は

権威主義研究の専門家であるかも

しれないが、権威主義的な風潮を

拒否してきたわけではない。

また、社会学は単一的、一枚岩

の学問だったことはなく、社会生

活を管理する制度や勢力と唯一の

関係を築いてきたわけではないこ

とを、社会学者は認識せねばなら

ない。社会学には、さまざまな知

識、方法、理論があるので、一度

に全てが崩壊したり、学問の人気

が落ちたりすることはない。

アメリカ大統領選挙戦の時に、

誰も社会学的な見解を聞きたくな

いだろうと思っている最中に、社

会学者アーリー・ラッセル・ホッ

クシールドが『自分の土地の見知

らぬ人』を出版した。この著書の

中で、ホックシールドは典型的な

トランプ支持者を分析した。そし

て、NYタイムズのベストセラーと

なったのだ。

この他にも、ホックシールド

の最新の仕事には農村社会学もあ

り、公共政策に影響を及ぼすこと

が十二分にできる分野である。社

会の周縁にある地域コミュニティ

は、グローバル化の恩恵を受ける

ことなく、グローバル化から損害

を被っているのだが、この分野を

専門とする政策立案者は、根本概

念が（是が非でも経済成長を促進

する、輸出主導型経済の実行可能

性、大きければ大きいほどよいと

いう考え方そのもの）もはや無益

で、筋も通っていないことに気付

いている。また、公共政策や組織

制度が集団行動、価値観、規範、

信念を注視しないと、何が起こる

かも経験している。

大勢の人びと、学術関係者、世

界中の政策立案者は、代替的な経

済観念を作っている最中である。

また、研究報告やアクティビズム

（に参加する人びとの間）では、

環境的、経済的観点から、永久的

に経済成長を求め続けることに疑

問を抱いている。国際的には、国

内政策と国際政策を引導してきた

国内総生産(GDP)のような経済指

標を崩そうとする動きが始まって

いる。このような動きは「他の世

界」を開く可能性がある一方、批

判しようとした事柄と同じ行為を

繰り返してしまう可能性もある。

そのため、社会学者の仕事がな

くなるということはないのだ。社

会学的知識は渇望されている。我

々の見解の影響力がなくなったと

思ったら、また、我々の分野（社

会学）が高いところから落ちてし

まったと感じたら、実際に何が変

化したのかを正確に捉える必要が

ある。その正確さだが、社会学は

多様でありながら、何かコアとな

る共通点があるという考え方から

しか生じない。つまり、社会学的

想像力が共通点なのだ。

(翻訳: 山元 里美)

ご意見・質問・感想等は Karen Foster  
 <Karen.Foster@Dal.Ca> までお寄せ下さい。

mailto:Karen.Foster%40Dal.Ca?subject=
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>困難な時代の  
 メディア連携

こ
の時代は、社会学

者に対してメディ

アに積極的に関わ

るようにと促すに

は好時期である。ポピュリスト・

ナショナリズム、宗教原理主義に

よって、政治家や芸能人が(娯楽報

道番組が多く、双方の区分が曖昧

だが)専門家の意見に対して嫌悪

感を見せ、または、専門的な知見

がないことを、公共の電波で露わ

にしたりしている。社会学者も政

治的な憎悪、一般大衆からの無関

心さを感じるかもしれない。なぜ

なら、我々は不都合な真実を露わ

にするからだ。この不都合な真実

の中には、社会において称賛され

てきたドグマ、当然だと思われ、

神聖で、自明とされてきた常識が

あるが、我々は、それらを突き刺

し、傷つけ、真っ向から対抗する

ので嫌われるのだ。

メディアとの連携を呼びかける

ことで、社会学コミュニティから

の反発にあうだろう。社会学者の

中にはマスコミを企業や国家権力

の手先と考える人たちもいるから

だ。また、報道番組、新聞などの

仕事をする社会学者を、臆病者、

浅はかな人、目立ちたがり屋、デ

ィレッタント、と考える社会学者

も多い。過去10年間でも、ソーシ

ャルメディアを利用して外部発信

する「ハウトゥー」本が、学者向

けに倍増して出版されている。そ

の結果、伝統的なメディア(新聞、

ラジオ、テレビなど）が文化的に

技術的にも時代遅れで、捨て去ら

れているとの解釈も増幅してい

る。

真実の核心は何であれ、社会

学者がメディアと連携しないこと

で、マスコミにアクセスできなく

なる可能性がある。マスコミへの

アプローチは他の追随を許さな

い。社会的、政治的、文化的、経

フユキ・クラサワ, ヨーク大学(カナダ)ISA RC16　社会学理論 理事会委員

>>

済的論争の社会学的見解を幅広く

社会に広めなければならない時代

である。

また、メディアと連携するこ

とで、公共社会学と職業社会学を

より良くすることができる。同時

に、さまざまな考え、意見、経験

を、我々も学ぶことができる。ま

た、学術的な議論とは無関係な人

たちにも、我々の仕事を紹介する

ことができ、これを通して、我々

の仕事を再考して論点を作り直す

こともできる。

グローバルな視点からすれば、

カナダの事例から多くを学べる。

言語を基盤とした支配的な公共圏

(英語圏と仏語圏のこと)では、マ

スコミが考える社会学者の姿が投

影されている。英語圏と仏語圏で

は、報道機関で行われる公開討論

での社会学者を、専門家、公的知

識人として描くそれぞれの戦略や

違いもみられる。

カナダの英語圏では、他のアン

グロ・アメリカ圏と同じように、

職業社会学は、学問の実践的な側

面として流行している。報道機関

は、特定の時事問題（シリア難民

定住の問題、ソーシャルメデイア

を使った高校生の虐め問題）に対

する専門家として、社会学者に依

頼をかける。また、アメリカやイ

ギリスと同じように、カナダのア

ングロ圏の社会学は経済学、心理
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学、政治学と比べると従属的な立

場である。経済学、心理学、政治

学の専門家は全国テレビ、ラジオ

のゲスト、新聞のコラムなどで良

く取り上げられている。

一方、フランス語圏のケベッ

クでは、社会学は職業社会学より

も優位、または好敵手としてみら

れている。これは、ラテンアメリ

カ諸国、ヨーロッパ大陸諸国な

ど、社会学が社会的・文化的に評

価され、知的信頼度の高い学問と

し認識されているからだ。1960年

代の「静かな革命」の反教権主義

的・近代化以降、仏語圏であるケ

ベック人の集団意識と国民性の社

会的・文化的土台を明確化するの

に、社会学者は大いに貢献した。

その結果、ケベックの社会学者は

公的知識人やゼネラリストとして

認識されている。ジャーナリスト

や司会者から特定のテーマについ

て「社会学者としての見解は何で

しょうか」という質問を投げかけ

られることが多い。

上記はカナダの事例だが、社

会学の二重的な立ち位置の特徴は

（専門家か公的知識人）他国にも

該当すると思われる。さらに、リ

スクと代償の差があるため、どち

らのモードを利用するかはメディ

アによって戦略を変えることが要

求される。また、どちらを利用す

るかによって、我々は多くを学べ

る。

アングロ・アメリカ圏では社会

学が高く評価されていない。主に

職業専門家としてみられている。

この場合、社会学を公共に広め

るには３つの教義が役立つであろ

う。

・自分の立ち位置を理解する全国

ネットのメディアのイデオロギー

や専門領域を調べ、何を頼まれる

可能性があるかを把握すること。

プロデューサーやジャーナリスト

が、なぜ自分に依頼をかけてきた

のか。どのような専門的知見が求

められているのか。自分の見解が

記事や報道番組の中でどのように

取り上げられるのか。

・様々なソースを取り入れるインタビ

ュー取材を受ける時はメディア社

会学の代表サンプリングの原則に

従うこと。つまり、地域コミュニ

ティのラジオ番組、小さな地方紙

など、あまり格式高くなく、聖別

されていない情報源に接触するこ

と。そうすることで、社会学的見

解を知らない、または特定のテー

マを社会学的に考えることに興味

のない人たちにもアプローチする

ことができる。

・意見は安っぽいが（社会学的）事

実は骨折って稼いだものだソーシャ

ル・メディアの時代には誰でも自

分の意見があり、自分の意見を公

開するプラットフォームを持ち合

わせている。専門家としての「特

定化差異」を示すには研究で発見

した事実、一般的な誤解を紐解く

事実の提示、社会歴史的、比較文

脈の中で幅広く捉えることが求め

られる。

ラテンアメリカ諸国、ヨーロッ

パ大陸、ケベックなどフランス語

圏では、社会学者が定期的に公的

知識人としての役割を担い、メデ

ィアと連携することで職業専門家

の方向性を決めている場所には２

つの提案がある。

・出会いを形作るプロデューサー

やジャーナリストは、あなたを事

前に取材し、あなたの忠言に価値

を既に見出しているので、どのよ

うに報道されるかをもう少し考え

るようにすること。他の質問を提

案したり、取材対象者を紹介した

り、報告書、データ、メモ帳、査

読付き論文、著書などを送って、

取材内容のフォローアップをする

こと。

・貴重なものに気をつけなさい公的知

識人として見られているので、今

後の情勢について話を盛り、因果

関係について適当な予測を言いた

くなるかもしれない。自分の専門

領域に関係することだけ答えるこ

と。主要な論点だけを簡潔に述べ

ること。分析内容を分かりやすく

話すこと。内容が薄く、中味のな

いことは言わないように。

最後に、全てにおいて当ては

まるが「タイミングが重要」であ

る。マスコミの世界では、締め切

り厳守は絶対で、ニュースの価値

は儚いものである。寸前にくる依

頼と、自分のスケジュールとをす

り合わせるのが重要だ。レポータ

ー、プロデューサー、編集者は、

あなたに合わせて取材時間を設け

ることはできないし、設けようと

もしない。また、取材し終えた事

柄、視聴者や読者の関心がなくな

った事柄の書評を出版しようとは

思わない。

気取って無駄なことを喋り、

つまらない権威者になれと言って

いるのではない。メディアとの連

携の仕方を考え直した方が良いと

言っているだ。我々には社会学の

公的職務と専門家としての２つの

目的を磨く義務がある。このよう

な危機的時代に、マスコミへの偏

見、企業的な決まり文句、冷笑的

な日和見主義が知識として通用し

てしまうものだ。

(翻訳:山元里美)

ご意見・感想・質問等は Fuyuki Kurasawa
<kurasawa@yorku.ca> までお寄せ下さい。
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>>

>アメリカの大学

2
012年6月15日、オバマ政権

は、幼少期にアメリカに入

国した青年不法移民、170

万人を対象に、強制送還

から2年間の継続した行政的救済

措置を認める移民政策に修正する

ために、児童期入国送還遅延措置

(DACA)を創設することを発表し

た。また、DACAは就業許可を青

年不法移民に拡大し、高等教育を

受ける機会の門戸を開いた。多く

のアメリカ国民が強制送還を恐れ

   移民の新たな苦闘の現場？

サンドラ・ポルトカレルロ、フランシスコ・ララ=ガルシア, コロンビア大学(アメリカ合衆国)

>>

ずに外を歩いたり、仕事に就いた

り、教育を受けたりする基本的人

権としての自由を当たり前のこと

として捉えている。DACAは、アメ

リカを故郷と思っている人びとに

せめて延長期間は安心して過ごせ

るように、これらの自由を不法移

民の青年にまで拡張したものだ。

アメリカ大統領にドナルド・ト

ランプが選出された後、この安心

は不安へと変化していった。トラ

写真の米国大学生はキャンパス構内が滞

在ビザのない学生の避難場所になること

を要求している。
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ンプの大統領選挙戦に代表される

反移民のレトリックによる恐怖は

瞬く間に広がった。最初は、DACA

の受益者は、オバマ政権によって

拡張された保護政策が即座に廃止

されることを恐れた。だがその不

安は、あらゆる法的立場の移民に

までも広がった。移民は、新たな

厳しい移民制限の影響が及ぶ可能

性を恐れている。

この恐怖は2017年1月27日、ト

ランプ大統領が主要ムスリム7カ

国の国民に対し、アメリカへの入

国を禁じる大統領令に署名した時

に、現実のものとなった。大統領

令の汎用的な文言と不公平な履行

のために、どのような国籍を持つ

移民も、アメリカ国民や難民など

を含むあらゆる法的立場の者が、

アメリカ全土で起こった抗議の

波に巻き込まれた。難民、学生ビ

ザ、永住権、という査証の区別に

関わらず、全ての移民は職務質問

をされたり、拘留されたり、入国

を禁じられたりする可能性が出て

きたのだ。アメリカ国務省の指導

では禁止リストに名前の挙がって

いる国とアメリカの二重国籍者で

さえも入国が制限された。

一晩で、（法的）脆弱性が不法

移民だけでなく、移民というレッ

テルを持つ人全員に広げられたよ

うだ。シアトルにある連邦地方裁

判所は大統領令を阻止するために

すぐに動いたが、このエピソード

全体から、トランプ政権の移民政

策は区分に注意を払っていないこ

とが伺えた。この懸念は、新大統

領令が新たな6つの主要イスラム国

家の国民の入国を禁じる発表を行

った2017年3月6日に強まった。ま

た、これは今世紀で最も厳しい移

民政策となった。

アメリカの単科大学や総合大学

ほど、この対立が明白になってい

る場所はない。公立大学も私立大

学は、制度上、教授、職員、学生

の中にはさまざまな移民がいる。

オバマ政権によるDACA施策は、こ

の多様性を拡大させた。DACAの受

益者は最終的に単科大学に進み、

国際学生で溢れるホール、高等教

育を受けた移民の教授陣による授

業がある総合大学に入学するこ

とができた。現在、アメリカの大

学ほどさまざまな階級、人種、民

族、さまざまな法的立場の移民を

多く集める機関はない。

それゆえに、全国中の大学が

渡航禁止令に反対したのは当然

だ。2017年2月13日、全アイビー

リーグ大学を含む16のアメリカ国

内の大学により起草された、大統

領令に異議を申し立てた摘要書が

アメリカ連邦地方裁判所ニューヨ

ーク州東支部に提出された。その

摘要書には「安全保障の懸念事項

は、長年にわたるアメリカ的価値

観と合致する形式で提言できる。

アメリカ的価値観には国境を超

えた人とアイデァの自由闊達な移

動、我々の大学に移民を受け入れ

ることも含まれる」と書き記して

ある。

同様に、アメリカ社会学会

(ASA)は2017年1月30日、トラン

プ大統領の初期の大統領令に反対

する声明を出した。その中には、

集団行動を効果的に起こす方法の

提案も入っていた。社会学者とし

て、ASAは我々に気付かせてくれた

のだが、我々は巨大なネットワー

クの一員である。つまり、我々が

前に向かって行動し互いに協力す

れば、より効果を発せられるネッ

トワークの一員なのだ。とげとげ

しく反移民を掲げる人がアメリカ

大統領に選出されてすぐに、学術

機関は社会の傍観者から参画者へ

と発展したのだ。マイケル・ブラ

ウォイが述べたように、今日の世

界で大学が持つ独自の立ち位置を

反映している。つまり、教育機関

は社会の内側であると同時に外側

でもあり、社会の積極的な参加者

でも傍観者でもある。言い換えれ

ば、この公式な声明は社会学の分

野を権力の分野へと変換させたの

だ。

社会学者は大学のキャンパス

にいる様々な移民集団の動向によ

く注意を払うことができる。なぜ

なら、大学現場では特有と思われ

る新しい現象だからだ。今日、移

民を雇用したり、移民を代表する

団体は、一般的に移民に対して、

特定の経済的プロフィールや教育

レベルを要求する。例えば、シリ

コンバレーの技術系企業は高い技

術力のあるエンジニアや情報科学

者の採用・雇用プロセスを迅速化

させたがる一方で、農協は日雇い

の不法移民や安価に雇える農業従

事者を多く確保できる政策の支持

するロビー活動を行なっている。

アメリカの大学は、さまざまな移

民集団を多様に組み合わせること

で、移民による社会運動を組織

化したり、トランプの政策への抵

抗を効果的に発したりすることが

できる稀有な潜在能力を秘めてい

る。共同作業を実現化できなかっ

たとしても教訓となるだろう。つ

まり、異なる集団同士の共同作業

の限界を如実とし、さまざまな移

民集団を超えた強健なネットワー

クを作るのが課題だというのを表

明できるからだ。

概して、アメリカ市民社会がト

ランプ政権の課題に応じる時、社

会学者は大学内に存在する様々な

移民集団の波に細心の注意を払わ

なければならない。彼らが重要か

否かを判断するには時期尚早かも

しれない。時が来れば、我々は大

学が異なる関心が交錯した多次元

の場所であることを念頭に置いた

うえで、アメリカの大学内での規

格外の立ち位置を理論化する取り

組みをし始めるだろう。

(翻訳:石田いずみ)

ご意見・感想・質問等は 
Veronica Portocarrero <svp2118@columbia.edu>
Francisco Lara García <f.laragarcia@columbia.edu>
までお寄せ下さい。

1 参考文献: “Redefining the Public University: Devel-
oping an Analytical Framework,” Transformations of the 
Public Sphere, Social Science Research Council, 2011.
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マ
ヨ・アリヴァレス・リヴァドゥジャの
編纂のもと、コロンビア編集委員会が5
年にわたり『グローバル・ダイアログ』
(GD)を完璧なスペイン語に翻訳してき

たが、2016年に我々はその仕事を引き継具ことにな
った。それ以降、GDの翻訳を通して、我々は多くを学
び、新たな課題を見つけることができた。また、数週
間の激務の後には、ある種の達成感を得られるのだ。

翻訳作業には紆余曲折が伴う。この点はルーマニア
語の翻訳担当者らが既に指摘したことだが、大きな問
題は英語の社会学・政治学新用語が、スペイン語に翻
訳されていないことだ。スペイン語は学問の世界や国
際組織で頻繁に使用されているので、我々は、新聞記
事、論文、報告書、白書などの資料を調べて英語と同
じ意味合いのスペイン語を探す作業をしている。とこ
ろが、思わぬ問題も生じる。スペイン語は21ヶ国の公
用語であり、世界中にはスペイン語を母語とする人び
とが50億万人にもいる。地域、アカデミック・サーク
ルごとに表現の仕方や言葉があるため、同じ概念がさ
まざまな形で存在する。この問題を解消するために、
地域ごとの違いを勘案した「中立的な」スペイン語を
採用するように、翻訳担当者たちが話し合って決めて
いる。

明確な表現と、その表現を理解する上で複雑さが伴
うことは、一つの言語だけの問題ではない。例えば、
リベラルという言葉だが、明らかにスペイン語に「導
入」された英語の言葉を、政治家のイデオロギー傾向
を表現するのは難しいことが判明した。当初、スペイ
ン語のliberalと訳す予定だったが、スペインやラテ
ンアメリカ諸国では、リベラルという言葉には保守的
は意味合いがある。そこでprogressista(促進的)とい
う言葉を代用したが、ラテンアメリカ諸国では左派思
想を連想させる言葉である。progressista(促進的)と
いう言葉を使うと、家族的価値観にはオープンかもし
れないが、新自由主義経済政策、過剰な武力介入や政
策（発展途上国のリベラル派がよくやることだが）を
支持する政治家を表現するには不適切なのだ。このよ
うな言葉を翻訳するには、代用語を探し、その含意も
読み取りながら調べる必要がある。

もう一つの問題は名詞の性である。英語とスペイン
語では全く異なる。世界における女性の闘争をGD編集
委員らは、当然認識しており、GDにはさまざま国にお
ける女性の権利、ジェンダー問題、フェミニスト論争
に係る論文が掲載されている。ところが、スペイン語
には(他の言語にも)ジェンダーに対する偏見があると
の批判がある。特にジェンダー格差の論考にみられる
傾向だが、文章中ではジェンダー格差を巧妙に表現さ
れているのだが、我々が翻訳しているのは英訳された
文章である。そのため、英訳される前の言語では、名
詞の性の選択から生じるジェンダー・バイアスを、巧
みに言葉を取捨選択することで明白に指摘していたか
もしれないが、翻訳することで、その観点が曖昧にな
ってしまう。

他の編集委員会と一線を画するのは、ラ・プラタ国
立大学社会学部の一部の人間だけが翻訳の作業に携わ
っていることだ。GDの英語版を受け取ったあと、ピラ
ールとマルチンが、各自の研究テーマの整合性と個人
的な興味に沿って原稿を振り分ける。各自が原稿を翻
訳したあと、互いに相手の翻訳文のチェックを行う。
最後に、フアンが全ての翻訳文を徹底的、かつ包括的
に見直す。この過程において、ロラ・ブスティルから
貴重は助言をいただく。彼女は数カ国語を駆使し、翻
訳業務に長年携わっている。彼女からGDのスペイン語
の翻訳文に貴重なアドバイスを頂いていおり、翻訳文
を改善することができる。

GDに参加することで、貴重な経験を得ることができ
る。我々の翻訳の技術を高められるだけでなく、さま
ざまな社会テーマや社会事情に触れる機会を得られる
からだ。『グローバル・ダイアログ』によって、世界
をよりよく理解することができ、我々の社会学的想像
力を刺激してくれる。

(翻訳:山元里美)

>アルゼンチン
  編集委員会の紹介

フアン・イグナシオ・ピボヴァ, ISA RC07 未来研究, RC33 ロジックと方法論 会員 
ピラール・ピ・プイグ, ラ・プラタ国立大学(アルゼンチン) 

マルティン・ウルタスン, ラ・プラタ国立大学(アルゼンチン)

>>
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フアン・イグナシオ・ピボヴァにはラ・プラタ国立大学社会学部社会調査法専攻の教

授、アルゼンチンの科学技術研究委員会(CONICET)の研究員。英国のシティ・ロン

ドン大学で社会調査法と統計学の理学修士号(MSc)、イタリアのローマ・ラ・サピ

エンツァ大学で社会科学の方法論博士号(Ph.D.)を取得。アルゼンチンのコロドバ

国立大学とブラジルのリオデジャネイロ連邦大学の社会学・人類学博士後期課程

でポスドクを経験した。数年にわたり、社会学調査法の歴史、原理的説明、その

起源についての研究してきた。2011年から、アルゼンチン現代社会研究プログラ

ム(PISAC)の委員長を務めている。このプログラムには、アルゼンチンの国立大学

社会学部のうち50学部が参加しており、複数のプロジェクトに参加している。

ピラール・ピ・プイグはアルゼンチンのラ・プラタ国立大学で社会学を専攻する博士

課程後期の学生である。環境社会学を学んでおり、特に都市部の環境、貧困、格

差問題が研究課題である。社会学部では、貧困格差研究の調査方法にみられる問

題を改善するプロジェクトを行なっており、このプロジェクトにピラールも参加

している。また、ラ・プラタ市の貧困地域で開講されているエクステンション・

プログラム、ドイツのヴッペルタール大学の交換留学生との交流にも参加してい

る。

マルティン・ウルタスンはアルゼンチンのラ・プラタ国立大学社会学部を卒業

後、CONICETから給付型奨学金を得て、同大学院に進学し、現在は博士課程後期

に在籍している。技術的なデバイス(特に都市部の監視ビデオ)を基軸とする「先

制的な」現代の治安政策を研究しており、アプローチ法には実用社会学やSTS(科

学、技術、社会学)研究の理論を用いたエスノグラフィーを採用している。また、

大衆教育にも関心があり、社会運動家が運営している大人を対象とした大衆高等

学校で教員として勤務している。また、運動家としても、この活動に参加してい

る。

ご意見・感想・質問等は

Juan Ignacio Piovani <juan.piovani@presi.unlp.edu.ar> 
Pilar Pi Puig <pilarpipuig@gmail.com>
Martín Urtasun <martinjurtasun@gmail.com>までお寄せ下さい。
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